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第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か

ら
３
月
16
日
ま
で
の
、
会
期
14
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

令
和
５
年
度
の
各
会
計
予
算
は
、

本
会
議
第
２
日
に
提
案
さ
れ
、
議
長

を
除
く
11
名
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。 

３
月
10
日
、
14
日
の
２
日
間
に
わ 

 
 

た
り
開
会
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会

で
、
内
容
説
明
、
質
疑
等
が
行
わ
れ
、

16
日
の
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
次

の
全
８
会
計
と
も
全
議
員
の
賛
成
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
議
案
第
18
号 

 

一
般
会
計 

〇
議
案
第
19
号 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別
会 

 

計 
 

〇
議
案
第
20
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計 

〇
議
案
第
21
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

〇
議
案
第
22
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
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〇
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案
第
23
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介
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保
険
特
別
会
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〇
議
案
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下
水
道
事
業
特
別
会
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〇
議
案
第
25
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国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
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〇
一
般
会
計 

歳
入 

・
固
定
資
産
税
現
年
課
税
の
家
屋
分 

に
お
け
る
空
き
家
及
び
別
荘
の
件 

数 
・
鉱
産
税
収
入
見
込
み 

・
道
路
及
び
河
川
使
用
料
の
内
容 

 

・
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助

金
の
内
容 

・
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
窓

口
運
営
事
業
補
助
金
の
利
用
状
況 

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
介
護
報

酬
の
前
年
度
実
績 

・
小
学
校
管
理
費
、
電
子
黒
板
の
内
容 

・
森
林
環
境
整
備
事
業
の
内
容 

・
公
共
施
設
調
整
交
付
金
（
一
般
財
源 

分
）
の
内
容 

・
搬
出
困
難
箇
所
森
林
整
備
事
業
費

の
内
容 

・
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
委
託 

 
 

 

金
の
内
容 

・
河
川
等
清
掃
委
託
金
の
内
容 

・
町
民
税
の
内
容 

・
法
人
事
業
税
交
付
金
の
収
入
見
込 

 

み 

・
臨
時
財
政
対
策
債
の
内
容 
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・
道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
の
内
容 

・
大
学
連
携
事
業
費
の
内
容 

・
第
６
期
長
期
総
合
計
画
策
定
業
務 

委
託
の
内
容 

・
旧
地
上
権
貸
地
料
等
の
内
容
及
び

地
上
権
の
現
在
の
状
況 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
作 

成
支
援
業
務
委
託
の
内
容 

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支
援
業
務

委
託
の
内
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者
医
療
特
別
会
計 

〇
議
案
第
23
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計 

〇
議
案
第
24
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計 

〇
議
案
第
25
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
一
般
会
計 

歳
入 

・
固
定
資
産
税
現
年
課
税
の
家
屋
分 

に
お
け
る
空
き
家
及
び
別
荘
の
件 

数 

・
鉱
産
税
収
入
見
込
み 

・
道
路
及
び
河
川
使
用
料
の
内
容 

 

・
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助

金
の
内
容 

・
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
窓

口
運
営
事
業
補
助
金
の
利
用
状
況 

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
介
護
報

酬
の
前
年
度
実
績 

・
小
学
校
管
理
費
、
電
子
黒
板
の
内
容 

・
森
林
環
境
整
備
事
業
の
内
容 

・
公
共
施
設
調
整
交
付
金
（
一
般
財
源 

分
）
の
内
容 

・
搬
出
困
難
箇
所
森
林
整
備
事
業
費

の
内
容 

・
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
委
託 

 
 

 

金
の
内
容 

・
河
川
等
清
掃
委
託
金
の
内
容 

・
町
民
税
の
内
容 

・
法
人
事
業
税
交
付
金
の
収
入
見
込 

 

み 

・
臨
時
財
政
対
策
債
の
内
容 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歳
出 

・
道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
の
内
容 

・
大
学
連
携
事
業
費
の
内
容 

・
第
６
期
長
期
総
合
計
画
策
定
業
務 

委
託
の
内
容 

・
旧
地
上
権
貸
地
料
等
の
内
容
及
び

地
上
権
の
現
在
の
状
況 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
作 

成
支
援
業
務
委
託
の
内
容 

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支
援
業
務

委
託
の
内
容 
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第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か

ら
３
月
16
日
ま
で
の
、
会
期
14
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

令
和
５
年
度
の
各
会
計
予
算
は
、

本
会
議
第
２
日
に
提
案
さ
れ
、
議
長

を
除
く
11
名
で
構
成
す
る
予
算
特
別

委
員
会
に
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。 

３
月
10
日
、
14
日
の
２
日
間
に
わ 

 
 

た
り
開
会
さ
れ
た
予
算
特
別
委
員
会

で
、
内
容
説
明
、
質
疑
等
が
行
わ
れ
、

16
日
の
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
次

の
全
８
会
計
と
も
全
議
員
の
賛
成
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
議
案
第
18
号 

 

一
般
会
計 

〇
議
案
第
19
号 

都
民
の
森
管
理
運
営
事
業
特
別
会 

 

計 
 

〇
議
案
第
20
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計 

〇
議
案
第
21
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

〇
議
案
第
22
号 

 
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 

〇
議
案
第
23
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計 

〇
議
案
第
24
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計 

〇
議
案
第
25
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
一
般
会
計 

歳
入 

・
固
定
資
産
税
現
年
課
税
の
家
屋
分 

に
お
け
る
空
き
家
及
び
別
荘
の
件 

数 

・
鉱
産
税
収
入
見
込
み 

・
道
路
及
び
河
川
使
用
料
の
内
容 

 

・
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補
助

金
の
内
容 

・
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
窓

口
運
営
事
業
補
助
金
の
利
用
状
況 

・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
介
護
報

酬
の
前
年
度
実
績 

・
小
学
校
管
理
費
、
電
子
黒
板
の
内
容 

・
森
林
環
境
整
備
事
業
の
内
容 

・
公
共
施
設
調
整
交
付
金
（
一
般
財
源 

分
）
の
内
容 

・
搬
出
困
難
箇
所
森
林
整
備
事
業
費

の
内
容 

・
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
委
託 

 
 

 

金
の
内
容 

・
河
川
等
清
掃
委
託
金
の
内
容 

・
町
民
税
の
内
容 

・
法
人
事
業
税
交
付
金
の
収
入
見
込 

 

み 

・
臨
時
財
政
対
策
債
の
内
容 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

歳
出 

・
道
路
反
射
鏡
設
置
工
事
の
内
容 

・
大
学
連
携
事
業
費
の
内
容 

・
第
６
期
長
期
総
合
計
画
策
定
業
務 

委
託
の
内
容 

・
旧
地
上
権
貸
地
料
等
の
内
容
及
び

地
上
権
の
現
在
の
状
況 

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
作 

成
支
援
業
務
委
託
の
内
容 

・
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
支
援
業
務

委
託
の
内
容 
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・
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
の
内
容 

・
バ
ス
路
線
維
持
対
策
費
補
助
金
の

内
容 

・
健
康
増
進
法
保
健
事
業
費
、
検
診
等 

 

受
診
状
況
及
び
効
果 

・
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
事 

業
費
の
内
容 

・
シ
ニ
ア
筋
ト
レ
ル
ー
ム
に
っ
古
里

利
用
者
対
象
年
齢
拡
充
に
つ
い
て 

・
骨
密
度
測
定
検
査
委
託
の
内
容
及

び
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
に

つ
い
て 

・
環
境
基
本
計
画
改
定
業
務
委
託
の

内
容 

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
送
迎
車

の
内
容 

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
事

業
費
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に

つ
い
て 

・
自
殺
対
策
事
業
費
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
に
お
け
る
効
果
に
つ
い
て 

・
不
法
投
棄
廃
タ
イ
ヤ
等
処
理
委
託

の
内
容 

・
成
年
後
見
推
進
機
関
運
営
委
託
の

内
容 

・
山
葵
苗
購
入
費
補
助
金
の
内
容
及 

び
栽
培
支
援
に
つ
い
て 

・
国
有
農
地
管
理
費
の
内
容 

・
観
光
施
設
補
修
工
事
、
も
え
ぎ
の
湯 

 

改
修
工
事
及
び
氷
川
駐
車
場
消
防

設
備
改
修
工
事
の
各
工
事
費
用
額 

と
内
容 

・
氷
川
及
び
川
井
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ 

レ
改
修
設
計
委
託
の
内
容 

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
団
体
補
助
金

の
内
容 

・
ね
ね
ん
ぼ
う
建
築
設
備
定
期
検
査

等
報
告
業
務
委
託
、
営
業
状
況
に

つ
い
て 

・
白
丸
観
光
駐
車
場
夜
間
閉
鎖
業
務

委
託
の
内
容 

・
消
防
団
費
、
消
防
団
定
年
制
度
及
び

退
団
時
の
報
酬
に
つ
い
て 

・
準
要
保
護
等
児
童
就
学
援
助
事
業

費
の
内
容 

・
防
災
倉
庫
設
置
工
事
の
内
容
及
び

倉
庫
内
常
備
内
容
の
表
示
に
つ
い

て 

・
消
防
団
詰
所
等
維
持
補
修
工
事
の

内
容 

・
外
国
語
指
導
委
託
の
内
容 

・
小
学
校
費
、
創
立
150
周
年
記
念
事

業
謝
礼
の
内
容 

・
氷
川
小
学
校
管
理
費
、
体
育
事
業

（
プ
ー
ル
）
バ
ス
賃
借
料
の
内
容

及
び
プ
ー
ル
廃
止
理
由
と
跡
地
利

用
に
つ
い
て 

・
森
林
館
改
修
工
事
の
内
容
及
び
今 

後
の
事
業
に
つ
い
て 

〇
山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業 

特
別
会
計 

・
広
告
掲
載
料
の
内
容 

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

・
出
産
育
児
一
時
金
の
内
容 

〇
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

・
奥
多
摩
処
理
区
監
視
シ
ス
テ
ム
更

新
整
備
委
託
の
内
容
及
び
監
視
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 

【 

条 
 

例 

】 
 
 
 

 

○
議
案
第
１
号 

奥
多
摩
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例 

○
議
案
第
２
号 

奥
多
摩
町
情
報
公
開
条
例 

○
議
案
第
３
号 

 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律 

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例 

○
議
案
第
４
号 

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例 

○
議
案
第
５
号 

奥
多
摩
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
６
号 

奥
多
摩
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

○
議
案
第
７
号 

奥
多
摩
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
26
号 

奥
多
摩
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保 

護
審
査
会
条
例 

 

 
 

【 

町
道
路
線
の
認
定 

】 
 
 

 

○
議
案
第
８
号 

松
葉
東
線
延
長
146
・
70
ｍ 

 

 
 

【 

指
定
管
理
者
の
指
定 

】 
 

 

 

 2
・
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
の
内
容 

・
バ
ス
路
線
維
持
対
策
費
補
助
金
の

内
容 

・
健
康
増
進
法
保
健
事
業
費
、
検
診
等 

 

受
診
状
況
及
び
効
果 

・
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
事 

業
費
の
内
容 

・
シ
ニ
ア
筋
ト
レ
ル
ー
ム
に
っ
古
里

利
用
者
対
象
年
齢
拡
充
に
つ
い
て 

・
骨
密
度
測
定
検
査
委
託
の
内
容
及

び
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
に

つ
い
て 

・
環
境
基
本
計
画
改
定
業
務
委
託
の

内
容 

・
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
送
迎
車

の
内
容 

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
事

業
費
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に

つ
い
て 

・
自
殺
対
策
事
業
費
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

配
布
に
お
け
る
効
果
に
つ
い
て 

・
不
法
投
棄
廃
タ
イ
ヤ
等
処
理
委
託

の
内
容 

・
成
年
後
見
推
進
機
関
運
営
委
託
の

内
容 

・
山
葵
苗
購
入
費
補
助
金
の
内
容
及 

び
栽
培
支
援
に
つ
い
て 

・
国
有
農
地
管
理
費
の
内
容 

・
観
光
施
設
補
修
工
事
、
も
え
ぎ
の
湯 

 

改
修
工
事
及
び
氷
川
駐
車
場
消
防

設
備
改
修
工
事
の
各
工
事
費
用
額 

と
内
容 

・
氷
川
及
び
川
井
キ
ャ
ン
プ
場
ト
イ 

レ
改
修
設
計
委
託
の
内
容 

・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
団
体
補
助
金

の
内
容 

・
ね
ね
ん
ぼ
う
建
築
設
備
定
期
検
査

等
報
告
業
務
委
託
、
営
業
状
況
に

つ
い
て 

・
白
丸
観
光
駐
車
場
夜
間
閉
鎖
業
務

委
託
の
内
容 

・
消
防
団
費
、
消
防
団
定
年
制
度
及
び

退
団
時
の
報
酬
に
つ
い
て 

・
準
要
保
護
等
児
童
就
学
援
助
事
業

費
の
内
容 

・
防
災
倉
庫
設
置
工
事
の
内
容
及
び

倉
庫
内
常
備
内
容
の
表
示
に
つ
い

て 

・
消
防
団
詰
所
等
維
持
補
修
工
事
の

内
容 

・
外
国
語
指
導
委
託
の
内
容 

・
小
学
校
費
、
創
立
150
周
年
記
念
事

業
謝
礼
の
内
容 

・
氷
川
小
学
校
管
理
費
、
体
育
事
業

（
プ
ー
ル
）
バ
ス
賃
借
料
の
内
容

及
び
プ
ー
ル
廃
止
理
由
と
跡
地
利

用
に
つ
い
て 

・
森
林
館
改
修
工
事
の
内
容
及
び
今 

後
の
事
業
に
つ
い
て 

〇
山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業 

特
別
会
計 

・
広
告
掲
載
料
の
内
容 

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 

・
出
産
育
児
一
時
金
の
内
容 

〇
下
水
道
事
業
特
別
会
計 

・
奥
多
摩
処
理
区
監
視
シ
ス
テ
ム
更

新
整
備
委
託
の
内
容
及
び
監
視
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  
 
 

【 

条 
 

例 

】 
 
 
 

 

○
議
案
第
１
号 

奥
多
摩
町
個
人
情
報
保
護
法
施
行

条
例 

○
議
案
第
２
号 

奥
多
摩
町
情
報
公
開
条
例 

○
議
案
第
３
号 

 

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律 

の
改
正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例 

○
議
案
第
４
号 

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例 

○
議
案
第
５
号 

奥
多
摩
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

○
議
案
第
６
号 

奥
多
摩
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

○
議
案
第
７
号 

奥
多
摩
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
26
号 

奥
多
摩
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保 

護
審
査
会
条
例 

 

 
 

【 

町
道
路
線
の
認
定 

】 
 
 

 

○
議
案
第
８
号 

松
葉
東
線
延
長
146
・
70
ｍ 

 

 
 

【 

指
定
管
理
者
の
指
定 

】 
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【 

指
定
管
理
者
の
指
定 

】 
 

 
 

〇
議
案
第
９
号 

鳩
の
巣
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て 

 
 
 
 

【 

人 
 

事 
】 

 
 

 
 

〇
議
案
第
10
号 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て 武
本 

正
明
氏
（
新
任
） 

（
小
丹
波
在
住
） 

 

 

【 

令
和
４
年
度
補
正
予
算 

】 
 

 
 

〇
議
案
第
11
号 

一
般
会
計
（
第
４
号
） 

〇
議
案
第
12
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
13
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２

号
） 

〇
議
案
第
14
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

２
号
） 

〇
議
案
第
15
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
16
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
17
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

（
第
２
号
） 

     
審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

【 

趣
旨
採
択
と
し
た
も
の 

】 
 

 

○
陳
情
第
１
号 

消
費
税
・
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
延
期

を
働
き
か
け
る
国
へ
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
書 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
全
議
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
議
員
提
出
議
案
第
１
号 

 

奥
多
摩
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例 

                   

  

賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  注注意意：：「「議議案案第第１１号号」」はは２２頁頁掲掲載載のの町町長長提提出出議議案案  

 

請請
願願
・・
陳陳
情情
はは
！！  

６６
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
５５
月月
2255
日日
まま
でで
にに

受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ
以以

降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定
例例
会会
でで
審審

議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。
提提
出出
すす
るる
際際

はは
、、
次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。  

①①
請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人
以以
上上
のの
紹紹
介介
議議
員員

がが
必必
要要
でで
すす
。。（（
陳陳
情情
はは
不不
要要
でで
すす
））  

②②
請請
願願
・・
陳陳
情情
者者
はは
、、
住住
所所
・・
氏氏
名名
・・
電電

話話
番番
号号
をを
必必
ずず
記記
載載
しし
、、
署署
名名
（（
記記
名名

のの
場場
合合
はは
押押
印印
））
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

③③
提提
出出
はは
議議
会会
事事
務務
局局
へへ
ごご
持持
参参
くく
だだ
ささ

いい
。。（（
郵郵
送送
不不
可可
））  

④④
詳詳
しし
いい
ここ
とと
はは
議議
会会
事事
務務
局局
にに
おお
問問
いい

合合
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

次次回回６６月月第第２２回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  

議議会会運運営営委委員員会会    ６６月月    ２２日日（（金金））  
本本        会会        議議    ６６月月  ９９日日（（金金））  

１１３３日日（（火火））  
一一  般般  質質  問問                １１５５日日（（木木））  

陳陳情情受受付付期期間間        ５５月月２２55 日日（（木木））ままででにに
直直接接おお持持ちちくくだだささいい。。  

会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。
詳詳細細はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
  
問問いい合合わわせせ  議議会会事事務務局局    
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（直直通通））  

 

賛否の分かれた議案　賛否の分かれた議案　注意：「議案第１号」は町長提出議案「奥多摩町個人情報保護法施行条例」注意：「議案第１号」は町長提出議案「奥多摩町個人情報保護法施行条例」

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 議席番号

原
島
　
幸
次

高
橋
　
邦
男

宮
野
　
　
亨

石
田
　
芳
英

小
峰
　
陽
一

澤
本
　
幹
男

大
澤 

由
香
里

木
村
　
　
圭

小
山
　
辰
美

相
田 

恵
美
子

森
田
　
紀
子

伊
藤
　
英
人

議　
員
名
　

　議案番号

〇 ※ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議案
第 1 号

〇 ※ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ 陳情
第 1 号

※議長は、裁決に加わらないが賛否同数の場合は議長が決裁します。

陳情第１号については、経済厚生常任委員会にて「趣旨採択すべきもの」と決定し本会議　３日 ( ３月９日 )

に「趣旨採択」とすることに賛成か反対の採決を諮りました。

【賛成・・・〇　反対・・・×】

 3
 
 

【 

指
定
管
理
者
の
指
定 

】 
 

 
 

〇
議
案
第
９
号 

鳩
の
巣
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て 

 
 
 
 

【 

人 
 

事 

】 
 
 

 
 

〇
議
案
第
10
号 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て 武
本 

正
明
氏
（
新
任
） 

（
小
丹
波
在
住
） 

 

 

【 

令
和
４
年
度
補
正
予
算 

】 
 

 
 

〇
議
案
第
11
号 

一
般
会
計
（
第
４
号
） 

〇
議
案
第
12
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
13
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２

号
） 

〇
議
案
第
14
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

２
号
） 

〇
議
案
第
15
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
16
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
17
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

（
第
２
号
） 

     

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

【 

趣
旨
採
択
と
し
た
も
の 

】 
 

 

○
陳
情
第
１
号 

消
費
税
・
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
延
期

を
働
き
か
け
る
国
へ
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
書 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
全
議
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
議
員
提
出
議
案
第
１
号 

 

奥
多
摩
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例 

                   

  

賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  注注意意：：「「議議案案第第１１号号」」はは２２頁頁掲掲載載のの町町長長提提出出議議案案  

 

請請
願願
・・
陳陳
情情
はは
！！  

６６
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
５５
月月
2255
日日
まま
でで
にに

受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ
以以

降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定
例例
会会
でで
審審

議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。
提提
出出
すす
るる
際際

はは
、、
次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。  

①①
請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人
以以
上上
のの
紹紹
介介
議議
員員

がが
必必
要要
でで
すす
。。（（
陳陳
情情
はは
不不
要要
でで
すす
））  

②②
請請
願願
・・
陳陳
情情
者者
はは
、、
住住
所所
・・
氏氏
名名
・・
電電

話話
番番
号号
をを
必必
ずず
記記
載載
しし
、、
署署
名名
（（
記記
名名

のの
場場
合合
はは
押押
印印
））
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

③③
提提
出出
はは
議議
会会
事事
務務
局局
へへ
ごご
持持
参参
くく
だだ
ささ

いい
。。（（
郵郵
送送
不不
可可
））  

④④
詳詳
しし
いい
ここ
とと
はは
議議
会会
事事
務務
局局
にに
おお
問問
いい

合合
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

次次回回６６月月第第２２回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  

議議会会運運営営委委員員会会    ６６月月    ２２日日（（金金））  
本本        会会        議議    ６６月月  ９９日日（（金金））  

１１３３日日（（火火））  
一一  般般  質質  問問                １１５５日日（（木木））  

陳陳情情受受付付期期間間        ５５月月２２55 日日（（木木））ままででにに
直直接接おお持持ちちくくだだささいい。。  

会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。
詳詳細細はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
  
問問いい合合わわせせ  議議会会事事務務局局    
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（直直通通））  
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【 

指
定
管
理
者
の
指
定 

】 
 

 
 

〇
議
案
第
９
号 

鳩
の
巣
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て 

 
 
 
 

【 

人 
 

事 

】 
 
 

 
 

〇
議
案
第
10
号 

奥
多
摩
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て 武
本 

正
明
氏
（
新
任
） 

（
小
丹
波
在
住
） 

 

 

【 

令
和
４
年
度
補
正
予
算 

】 
 

 
 

〇
議
案
第
11
号 

一
般
会
計
（
第
４
号
） 

〇
議
案
第
12
号 

 

山
の
ふ
る
さ
と
村
管
理
運
営
事
業

特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
13
号 

 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
２

号
） 

〇
議
案
第
14
号 

 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

２
号
） 

〇
議
案
第
15
号 

 

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
16
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
） 

〇
議
案
第
17
号 

 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

（
第
２
号
） 

     

審
議
さ
れ
た
の
は
、
陳
情
１
件
で
、

次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。 

 

 

【 

趣
旨
採
択
と
し
た
も
の 

】 
 

 

○
陳
情
第
１
号 

消
費
税
・
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式

（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
導
入
延
期

を
働
き
か
け
る
国
へ
の
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
書 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
全
議
員
の

賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
議
員
提
出
議
案
第
１
号 

 

奥
多
摩
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例 

                   

  

賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  注注意意：：「「議議案案第第１１号号」」はは２２頁頁掲掲載載のの町町長長提提出出議議案案  

 

請請
願願
・・
陳陳
情情
はは
！！  

６６
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
５５
月月
2255
日日
まま
でで
にに

受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。
そそ
れれ
以以

降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定
例例
会会
でで
審審

議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。
提提
出出
すす
るる
際際

はは
、、
次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意
くく
だだ
ささ
いい
。。  

①①
請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人
以以
上上
のの
紹紹
介介
議議
員員

がが
必必
要要
でで
すす
。。（（
陳陳
情情
はは
不不
要要
でで
すす
））  

②②
請請
願願
・・
陳陳
情情
者者
はは
、、
住住
所所
・・
氏氏
名名
・・
電電

話話
番番
号号
をを
必必
ずず
記記
載載
しし
、、
署署
名名
（（
記記
名名

のの
場場
合合
はは
押押
印印
））
しし
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  

③③
提提
出出
はは
議議
会会
事事
務務
局局
へへ
ごご
持持
参参
くく
だだ
ささ

いい
。。（（
郵郵
送送
不不
可可
））  

④④
詳詳
しし
いい
ここ
とと
はは
議議
会会
事事
務務
局局
にに
おお
問問
いい

合合
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。  

  

次次回回６６月月第第２２回回定定例例会会日日程程（（予予定定））  
  

議議会会運運営営委委員員会会    ６６月月    ２２日日（（金金））  
本本        会会        議議    ６６月月  ９９日日（（金金））  

１１３３日日（（火火））  
一一  般般  質質  問問                １１５５日日（（木木））  

陳陳情情受受付付期期間間        ５５月月２２55 日日（（木木））ままででにに
直直接接おお持持ちちくくだだささいい。。  

会会議議のの予予定定はは変変更更ににななるる場場合合ががあありりまますす。。
詳詳細細はは、、下下記記ままででおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
  
問問いい合合わわせせ  議議会会事事務務局局    
☎☎００４４２２８８（（８８３３））２２３３００２２（（直直通通））  
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一一  

般般  

質質  

問問    
  

〇〇
宮宮
野野  

  
亨亨
議議
員員
（（
４４
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・  

帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助

成成
をを  

・・
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ

いい
てて  

・・
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい

てて  

〇〇
澤澤
本本  

幹幹
男男
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域
応応
援援
券券
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

・・
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
法法
上上
５５

類類
移移
行行
へへ
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
石石
田田  

芳芳
英英
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
のの  

町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
木木
村村  

  

圭圭
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
町町
所所
有有
土土
地地
・・
建建
物物
のの
有有
効効
活活
用用
にに
つつ

いい
てて  

・・
奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
にに
対対
すす
るる
支支
援援
にに
つつ  

  

いい
てて  

〇〇
原原
島島  

幸幸
次次
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
早早
期期
全全
面面
開開
通通
にに

向向
けけ
てて
町町
のの
対対
応応
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
小小
山山  

辰辰
美美
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

〇〇
小小
峰峰  

陽陽
一一
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
相相
田田
恵恵
美美
子子
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
伊伊
藤藤  

英英
人人
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
医医
療療
的的
ケケ
アア
児児
支支
援援
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
保保
育育
園園
のの
おお
むむ
つつ
持持
ちち
帰帰
りり
にに
つつ
いい
てて  

・・
町町
有有
地地
取取
得得
にに
伴伴
うう
JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅  

ホホ
ーー
ムム
直直
線線
化化
のの
提提
案案  

〇〇
森森
田田  

紀紀
子子
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
電電
気気
料料
のの
高高
騰騰
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
大大
澤澤
由由
香香
里里
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

              

  

質質
問問
１１
東東
京京
都都
はは
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
案案

でで
帯帯
状状
疱疱
疹疹
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
費費
をを
助助
成成
すす

るる
市市
区区
町町
村村
へへ
のの
補補
助助
事事
業業
をを
実実
施施
すす
るる

とと
しし
てて
いい
るる
。。
町町
でで
もも
公公
費費
助助
成成
をを
。。  

質質
問問
２２
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
のの
吸吸
収収
力力
がが
杉杉
のの

5500
倍倍
とと
ささ
れれ
るる
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ

ヤヤ
ザザ
クク
ララ
をを
自自
治治
会会
へへ
のの
供供
給給
木木
とと
伐伐
採採

後後
のの
植植
樹樹
木木
にに
。。
質質
問問
３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの

ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて
。。
町
長
１
二
次

医
療
圏
で
あ
る
西
多
摩
８
市
町
村
の
状

況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
檜
原
村
で
は
昨

年
４
月
か
ら
村
独
自
に
接
種
費
用
の
補

助
を
開
始
。
今
般
の
都
補
助
実
施
予
定
を

受
け
、
４
市
２
町
す
べ
て
が
実
施
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
当
町
の
高
齢
化
状
況

か
ら
す
る
と
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
発
症
に
伴

う
医
療
費
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
令
和
５

年
度
以
降
、
よ
り
早
期
に
実
施
す
る
よ
う

具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
。
町
長
２
供
給

樹
種
は
、
東
京
都
の
公
共
工
事
・
公
共
事

業
で
用
い
ら
れ
る
樹
種
が
基
本
で
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ザ
ク
ラ
は
流
通
量
が
少

な
く
取
り
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
杉
・
檜

の
伐
採
後
の
植
樹
木
の
樹
種
に
つ
い
て

は
、
郷
土
樹
種
を
踏
ま
え
た
広
葉
樹
を
推

奨
し
て
お
り
外
来
種
は
対
象
外
。
町
長
３

町
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
環
境
保
全

員
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
で
除
去
活
動

を
し
、
必
ず
警
察
に
通
報
し
原
因
者
特
定

に
努
め
厳
し
く
対
応
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
に
つ
い
て
、
清
掃
活
動
の
実
施
回
数
が

年
々
増
加
。
町
内
外
の
皆
様
に
深
く
感
謝

す
る
。
処
理
費
用
に
つ
い
て
町
予
算
の
清

掃
費
で
対
応
。
国
立
公
園
の
清
掃
・
美
化

の
観
点
か
ら
み
る
と
、
環
境
省
に
お
い
て

国
庫
補
助
金
の
交
付
対
象
と
し
て
助
成

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
行
制
度

の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
費
用
は

補
助
金
の
交
付
は
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
る
。
不
法
投
棄
に
係
る
ご
み
処
理
費
用

に
つ
い
て
は
、
町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 

問問  
  

１１
帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助
成成
をを  

２２
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ
いい
てて  

３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて  

答 
 

1

早
期
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る 

2

外
来
種
等
は
対
象
外 

3

町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
研
究 

令令和和５５年年第第１１回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議

員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでで

はは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約しし

てて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・

答答弁弁のの全全文文はは、、５５月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーー

ムムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームム

ペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・

タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけ

まますす。。  

令和５年第１回定例会では、11名の議員が令和５年第１回定例会では、11名の議員が

一般質問を行いました。ここでは、紙面の一般質問を行いました。ここでは、紙面の

都合により、内容を要約して質問者順に掲都合により、内容を要約して質問者順に掲

載しています。質問・答弁の全文は、５月中載しています。質問・答弁の全文は、５月中

旬頃より、ホームページで閲覧できます。（町旬頃より、ホームページで閲覧できます。（町

ホームページ～町議会～会議記録（結果））ホームページ～町議会～会議記録（結果））

　ホームページは、スマートフォン・タブレッ　ホームページは、スマートフォン・タブレッ

ト端末等でもご覧いただけます。また、町ト端末等でもご覧いただけます。また、町

立図書館でも会議録をご覧いただけます。立図書館でも会議録をご覧いただけます。

一

般

質

問

一

般

質

問
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一一  

般般  

質質  

問問    
  

〇〇
宮宮
野野  

  

亨亨
議議
員員
（（
４４
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・  

帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助

成成
をを  

・・
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ

いい
てて  

・・
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい

てて  

〇〇
澤澤
本本  

幹幹
男男
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域
応応
援援
券券
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

・・
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
法法
上上
５５

類類
移移
行行
へへ
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
石石
田田  

芳芳
英英
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
のの  

町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
木木
村村  

  

圭圭
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
町町
所所
有有
土土
地地
・・
建建
物物
のの
有有
効効
活活
用用
にに
つつ

いい
てて  

・・
奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
にに
対対
すす
るる
支支
援援
にに
つつ  

  

いい
てて  

〇〇
原原
島島  

幸幸
次次
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
早早
期期
全全
面面
開開
通通
にに

向向
けけ
てて
町町
のの
対対
応応
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
小小
山山  

辰辰
美美
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

〇〇
小小
峰峰  

陽陽
一一
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
相相
田田
恵恵
美美
子子
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
伊伊
藤藤  

英英
人人
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
医医
療療
的的
ケケ
アア
児児
支支
援援
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
保保
育育
園園
のの
おお
むむ
つつ
持持
ちち
帰帰
りり
にに
つつ
いい
てて  

・・
町町
有有
地地
取取
得得
にに
伴伴
うう
JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅  

ホホ
ーー
ムム
直直
線線
化化
のの
提提
案案  

〇〇
森森
田田  

紀紀
子子
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
電電
気気
料料
のの
高高
騰騰
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
大大
澤澤
由由
香香
里里
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

              

  

質質
問問
１１
東東
京京
都都
はは
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
案案

でで
帯帯
状状
疱疱
疹疹
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
費費
をを
助助
成成
すす

るる
市市
区区
町町
村村
へへ
のの
補補
助助
事事
業業
をを
実実
施施
すす
るる

とと
しし
てて
いい
るる
。。
町町
でで
もも
公公
費費
助助
成成
をを
。。  

質質
問問
２２
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
のの
吸吸
収収
力力
がが
杉杉
のの

5500
倍倍
とと
ささ
れれ
るる
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ

ヤヤ
ザザ
クク
ララ
をを
自自
治治
会会
へへ
のの
供供
給給
木木
とと
伐伐
採採

後後
のの
植植
樹樹
木木
にに
。。
質質
問問
３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの

ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて
。。
町
長
１
二
次

医
療
圏
で
あ
る
西
多
摩
８
市
町
村
の
状

況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
檜
原
村
で
は
昨

年
４
月
か
ら
村
独
自
に
接
種
費
用
の
補

助
を
開
始
。
今
般
の
都
補
助
実
施
予
定
を

受
け
、
４
市
２
町
す
べ
て
が
実
施
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
当
町
の
高
齢
化
状
況

か
ら
す
る
と
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
発
症
に
伴

う
医
療
費
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
令
和
５

年
度
以
降
、
よ
り
早
期
に
実
施
す
る
よ
う

具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
。
町
長
２
供
給

樹
種
は
、
東
京
都
の
公
共
工
事
・
公
共
事

業
で
用
い
ら
れ
る
樹
種
が
基
本
で
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ザ
ク
ラ
は
流
通
量
が
少

な
く
取
り
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
杉
・
檜

の
伐
採
後
の
植
樹
木
の
樹
種
に
つ
い
て

は
、
郷
土
樹
種
を
踏
ま
え
た
広
葉
樹
を
推

奨
し
て
お
り
外
来
種
は
対
象
外
。
町
長
３

町
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
環
境
保
全

員
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
で
除
去
活
動

を
し
、
必
ず
警
察
に
通
報
し
原
因
者
特
定

に
努
め
厳
し
く
対
応
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
に
つ
い
て
、
清
掃
活
動
の
実
施
回
数
が

年
々
増
加
。
町
内
外
の
皆
様
に
深
く
感
謝

す
る
。
処
理
費
用
に
つ
い
て
町
予
算
の
清

掃
費
で
対
応
。
国
立
公
園
の
清
掃
・
美
化

の
観
点
か
ら
み
る
と
、
環
境
省
に
お
い
て

国
庫
補
助
金
の
交
付
対
象
と
し
て
助
成

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
行
制
度

の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
費
用
は

補
助
金
の
交
付
は
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
る
。
不
法
投
棄
に
係
る
ご
み
処
理
費
用

に
つ
い
て
は
、
町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 

問問  
  

１１
帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助
成成
をを  

２２
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ
いい
てて  

３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて  

答 
 

1

早
期
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る 

2

外
来
種
等
は
対
象
外 

3

町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
研
究 

令令和和５５年年第第１１回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議

員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでで

はは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約しし

てて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・

答答弁弁のの全全文文はは、、５５月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーー

ムムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームム

ペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・

タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけ

まますす。。  
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一一  

般般  

質質  

問問    
  

〇〇
宮宮
野野  

  
亨亨
議議
員員
（（
４４
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・  

帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助

成成
をを  

・・
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ

いい
てて  

・・
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい

てて  

〇〇
澤澤
本本  

幹幹
男男
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域
応応
援援
券券
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

・・
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
法法
上上
５５

類類
移移
行行
へへ
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
石石
田田  

芳芳
英英
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
のの  

町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
木木
村村  

  

圭圭
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
町町
所所
有有
土土
地地
・・
建建
物物
のの
有有
効効
活活
用用
にに
つつ

いい
てて  

・・
奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
にに
対対
すす
るる
支支
援援
にに
つつ  

  

いい
てて  

〇〇
原原
島島  

幸幸
次次
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
早早
期期
全全
面面
開開
通通
にに

向向
けけ
てて
町町
のの
対対
応応
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
小小
山山  

辰辰
美美
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

〇〇
小小
峰峰  

陽陽
一一
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
相相
田田
恵恵
美美
子子
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
伊伊
藤藤  

英英
人人
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
医医
療療
的的
ケケ
アア
児児
支支
援援
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
保保
育育
園園
のの
おお
むむ
つつ
持持
ちち
帰帰
りり
にに
つつ
いい
てて  

・・
町町
有有
地地
取取
得得
にに
伴伴
うう
JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅  

ホホ
ーー
ムム
直直
線線
化化
のの
提提
案案  

〇〇
森森
田田  

紀紀
子子
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
電電
気気
料料
のの
高高
騰騰
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
大大
澤澤
由由
香香
里里
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

              

  

質質
問問
１１
東東
京京
都都
はは
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
案案

でで
帯帯
状状
疱疱
疹疹
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
費費
をを
助助
成成
すす

るる
市市
区区
町町
村村
へへ
のの
補補
助助
事事
業業
をを
実実
施施
すす
るる

とと
しし
てて
いい
るる
。。
町町
でで
もも
公公
費費
助助
成成
をを
。。  

質質
問問
２２
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
のの
吸吸
収収
力力
がが
杉杉
のの

5500
倍倍
とと
ささ
れれ
るる
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ

ヤヤ
ザザ
クク
ララ
をを
自自
治治
会会
へへ
のの
供供
給給
木木
とと
伐伐
採採

後後
のの
植植
樹樹
木木
にに
。。
質質
問問
３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの

ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて
。。
町
長
１
二
次

医
療
圏
で
あ
る
西
多
摩
８
市
町
村
の
状

況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
檜
原
村
で
は
昨

年
４
月
か
ら
村
独
自
に
接
種
費
用
の
補

助
を
開
始
。
今
般
の
都
補
助
実
施
予
定
を

受
け
、
４
市
２
町
す
べ
て
が
実
施
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
当
町
の
高
齢
化
状
況

か
ら
す
る
と
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
発
症
に
伴

う
医
療
費
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
令
和
５

年
度
以
降
、
よ
り
早
期
に
実
施
す
る
よ
う

具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
。
町
長
２
供
給

樹
種
は
、
東
京
都
の
公
共
工
事
・
公
共
事

業
で
用
い
ら
れ
る
樹
種
が
基
本
で
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ザ
ク
ラ
は
流
通
量
が
少

な
く
取
り
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
杉
・
檜

の
伐
採
後
の
植
樹
木
の
樹
種
に
つ
い
て

は
、
郷
土
樹
種
を
踏
ま
え
た
広
葉
樹
を
推

奨
し
て
お
り
外
来
種
は
対
象
外
。
町
長
３

町
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
環
境
保
全

員
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
で
除
去
活
動

を
し
、
必
ず
警
察
に
通
報
し
原
因
者
特
定

に
努
め
厳
し
く
対
応
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
に
つ
い
て
、
清
掃
活
動
の
実
施
回
数
が

年
々
増
加
。
町
内
外
の
皆
様
に
深
く
感
謝

す
る
。
処
理
費
用
に
つ
い
て
町
予
算
の
清

掃
費
で
対
応
。
国
立
公
園
の
清
掃
・
美
化

の
観
点
か
ら
み
る
と
、
環
境
省
に
お
い
て

国
庫
補
助
金
の
交
付
対
象
と
し
て
助
成

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
行
制
度

の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
費
用
は

補
助
金
の
交
付
は
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
る
。
不
法
投
棄
に
係
る
ご
み
処
理
費
用

に
つ
い
て
は
、
町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 

問問  
  

１１
帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助
成成
をを  

２２
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ
いい
てて  

３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて  

答 
 

1

早
期
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る 

2

外
来
種
等
は
対
象
外 

3

町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
研
究 

令令和和５５年年第第１１回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議

員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでで

はは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約しし

てて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・

答答弁弁のの全全文文はは、、５５月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーー

ムムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームム

ペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・

タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけ

まますす。。  
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一一  

般般  

質質  

問問    
  

〇〇
宮宮
野野  

  

亨亨
議議
員員
（（
４４
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・  

帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助

成成
をを  

・・
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ

いい
てて  

・・
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい

てて  

〇〇
澤澤
本本  

幹幹
男男
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域
応応
援援
券券
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

・・
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
法法
上上
５５

類類
移移
行行
へへ
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
石石
田田  

芳芳
英英
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
のの  

町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
木木
村村  

  

圭圭
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
町町
所所
有有
土土
地地
・・
建建
物物
のの
有有
効効
活活
用用
にに
つつ

いい
てて  

・・
奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
にに
対対
すす
るる
支支
援援
にに
つつ  

  

いい
てて  

〇〇
原原
島島  

幸幸
次次
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
早早
期期
全全
面面
開開
通通
にに

向向
けけ
てて
町町
のの
対対
応応
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
小小
山山  

辰辰
美美
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

〇〇
小小
峰峰  

陽陽
一一
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
相相
田田
恵恵
美美
子子
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
伊伊
藤藤  

英英
人人
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
医医
療療
的的
ケケ
アア
児児
支支
援援
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
保保
育育
園園
のの
おお
むむ
つつ
持持
ちち
帰帰
りり
にに
つつ
いい
てて  

・・
町町
有有
地地
取取
得得
にに
伴伴
うう
JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅  

ホホ
ーー
ムム
直直
線線
化化
のの
提提
案案  

〇〇
森森
田田  

紀紀
子子
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
電電
気気
料料
のの
高高
騰騰
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
大大
澤澤
由由
香香
里里
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

              

  

質質
問問
１１
東東
京京
都都
はは
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
案案

でで
帯帯
状状
疱疱
疹疹
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
費費
をを
助助
成成
すす

るる
市市
区区
町町
村村
へへ
のの
補補
助助
事事
業業
をを
実実
施施
すす
るる

とと
しし
てて
いい
るる
。。
町町
でで
もも
公公
費費
助助
成成
をを
。。  

質質
問問
２２
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
のの
吸吸
収収
力力
がが
杉杉
のの

5500
倍倍
とと
ささ
れれ
るる
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ

ヤヤ
ザザ
クク
ララ
をを
自自
治治
会会
へへ
のの
供供
給給
木木
とと
伐伐
採採

後後
のの
植植
樹樹
木木
にに
。。
質質
問問
３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの

ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて
。。
町
長
１
二
次

医
療
圏
で
あ
る
西
多
摩
８
市
町
村
の
状

況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
檜
原
村
で
は
昨

年
４
月
か
ら
村
独
自
に
接
種
費
用
の
補

助
を
開
始
。
今
般
の
都
補
助
実
施
予
定
を

受
け
、
４
市
２
町
す
べ
て
が
実
施
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
当
町
の
高
齢
化
状
況

か
ら
す
る
と
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
発
症
に
伴

う
医
療
費
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
令
和
５

年
度
以
降
、
よ
り
早
期
に
実
施
す
る
よ
う

具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
。
町
長
２
供
給

樹
種
は
、
東
京
都
の
公
共
工
事
・
公
共
事

業
で
用
い
ら
れ
る
樹
種
が
基
本
で
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ザ
ク
ラ
は
流
通
量
が
少

な
く
取
り
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
杉
・
檜

の
伐
採
後
の
植
樹
木
の
樹
種
に
つ
い
て

は
、
郷
土
樹
種
を
踏
ま
え
た
広
葉
樹
を
推

奨
し
て
お
り
外
来
種
は
対
象
外
。
町
長
３

町
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
環
境
保
全

員
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
で
除
去
活
動

を
し
、
必
ず
警
察
に
通
報
し
原
因
者
特
定

に
努
め
厳
し
く
対
応
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
に
つ
い
て
、
清
掃
活
動
の
実
施
回
数
が

年
々
増
加
。
町
内
外
の
皆
様
に
深
く
感
謝

す
る
。
処
理
費
用
に
つ
い
て
町
予
算
の
清

掃
費
で
対
応
。
国
立
公
園
の
清
掃
・
美
化

の
観
点
か
ら
み
る
と
、
環
境
省
に
お
い
て

国
庫
補
助
金
の
交
付
対
象
と
し
て
助
成

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
行
制
度

の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
費
用
は

補
助
金
の
交
付
は
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
る
。
不
法
投
棄
に
係
る
ご
み
処
理
費
用

に
つ
い
て
は
、
町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 

問問  
  

１１
帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助
成成
をを  

２２
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ
いい
てて  

３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて  

答 
 

1

早
期
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る 

2

外
来
種
等
は
対
象
外 

3

町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
研
究 

令令和和５５年年第第１１回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議

員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでで

はは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約しし

てて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・

答答弁弁のの全全文文はは、、５５月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーー

ムムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームム

ペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・

タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけ

まますす。。  
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一一  

般般  

質質  

問問    
  

〇〇
宮宮
野野  

  
亨亨
議議
員員
（（
４４
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・  

帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助

成成
をを  

・・
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ

いい
てて  

・・
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい

てて  

〇〇
澤澤
本本  

幹幹
男男
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域
応応
援援
券券
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

・・
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
法法
上上
５５

類類
移移
行行
へへ
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
石石
田田  

芳芳
英英
議議
員員
（（
５５
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
のの  

町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
木木
村村  

  

圭圭
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
町町
所所
有有
土土
地地
・・
建建
物物
のの
有有
効効
活活
用用
にに
つつ

いい
てて  

・・
奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
にに
対対
すす
るる
支支
援援
にに
つつ  

  

いい
てて  

〇〇
原原
島島  

幸幸
次次
議議
員員
（（
６６
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
早早
期期
全全
面面
開開
通通
にに

向向
けけ
てて
町町
のの
対対
応応
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
小小
山山  

辰辰
美美
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

〇〇
小小
峰峰  

陽陽
一一
議議
員員
（（
７７
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
相相
田田
恵恵
美美
子子
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
伊伊
藤藤  

英英
人人
議議
員員
（（
８８
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
医医
療療
的的
ケケ
アア
児児
支支
援援
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
保保
育育
園園
のの
おお
むむ
つつ
持持
ちち
帰帰
りり
にに
つつ
いい
てて  

・・
町町
有有
地地
取取
得得
にに
伴伴
うう
JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅  

ホホ
ーー
ムム
直直
線線
化化
のの
提提
案案  

〇〇
森森
田田  

紀紀
子子
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  

・・
電電
気気
料料
のの
高高
騰騰
にに
つつ
いい
てて  

〇〇
大大
澤澤
由由
香香
里里
議議
員員
（（
９９
ペペ
ーー
ジジ
））  

・・
施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

・・
観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

              

  

質質
問問
１１
東東
京京
都都
はは
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
案案

でで
帯帯
状状
疱疱
疹疹
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
費費
をを
助助
成成
すす

るる
市市
区区
町町
村村
へへ
のの
補補
助助
事事
業業
をを
実実
施施
すす
るる

とと
しし
てて
いい
るる
。。
町町
でで
もも
公公
費費
助助
成成
をを
。。  

質質
問問
２２
二二
酸酸
化化
炭炭
素素
のの
吸吸
収収
力力
がが
杉杉
のの

5500
倍倍
とと
ささ
れれ
るる
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ

ヤヤ
ザザ
クク
ララ
をを
自自
治治
会会
へへ
のの
供供
給給
木木
とと
伐伐
採採

後後
のの
植植
樹樹
木木
にに
。。
質質
問問
３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの

ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて
。。
町
長
１
二
次

医
療
圏
で
あ
る
西
多
摩
８
市
町
村
の
状

況
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
檜
原
村
で
は
昨

年
４
月
か
ら
村
独
自
に
接
種
費
用
の
補

助
を
開
始
。
今
般
の
都
補
助
実
施
予
定
を

受
け
、
４
市
２
町
す
べ
て
が
実
施
を
検
討

す
る
と
し
て
い
る
。
当
町
の
高
齢
化
状
況

か
ら
す
る
と
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
発
症
に
伴

う
医
療
費
削
減
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
都
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
令
和
５

年
度
以
降
、
よ
り
早
期
に
実
施
す
る
よ
う

具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
。
町
長
２
供
給

樹
種
は
、
東
京
都
の
公
共
工
事
・
公
共
事

業
で
用
い
ら
れ
る
樹
種
が
基
本
で
あ
る
。

ま
た
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ザ
ク
ラ
は
流
通
量
が
少

な
く
取
り
扱
う
こ
と
は
難
し
い
。
杉
・
檜

の
伐
採
後
の
植
樹
木
の
樹
種
に
つ
い
て

は
、
郷
土
樹
種
を
踏
ま
え
た
広
葉
樹
を
推

奨
し
て
お
り
外
来
種
は
対
象
外
。
町
長
３

町
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
環
境
保
全

員
な
ど
か
ら
の
情
報
提
供
で
除
去
活
動

を
し
、
必
ず
警
察
に
通
報
し
原
因
者
特
定

に
努
め
厳
し
く
対
応
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
に
つ
い
て
、
清
掃
活
動
の
実
施
回
数
が

年
々
増
加
。
町
内
外
の
皆
様
に
深
く
感
謝

す
る
。
処
理
費
用
に
つ
い
て
町
予
算
の
清

掃
費
で
対
応
。
国
立
公
園
の
清
掃
・
美
化

の
観
点
か
ら
み
る
と
、
環
境
省
に
お
い
て

国
庫
補
助
金
の
交
付
対
象
と
し
て
助
成

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
行
制
度

の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
処
理
費
用
は

補
助
金
の
交
付
は
見
込
め
な
い
状
況
で

あ
る
。
不
法
投
棄
に
係
る
ご
み
処
理
費
用

に
つ
い
て
は
、
町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負

担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。 

問問  
  

１１
帯帯
状状
疱疱
疹疹
予予
防防
接接
種種
費費
用用
のの
公公
費費
助助
成成
をを  

２２
環環
境境
浄浄
化化
木木
のの
ヒヒ
ママ
ララ
ヤヤ
ザザ
クク
ララ
にに
つつ
いい
てて  

３３
不不
法法
投投
棄棄
等等
のの
ごご
みみ
処処
理理
費費
用用
にに
つつ
いい
てて  

答 
 

1

早
期
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る 

2

外
来
種
等
は
対
象
外 

3

町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
研
究 

令令和和５５年年第第１１回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議

員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでで

はは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、内内容容をを要要約約しし

てて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・

答答弁弁のの全全文文はは、、５５月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーー

ムムペペーージジでで閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームム

ペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・

タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけ

まますす。。  

令和 5年 5月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 205 号（4）

問　
１ 

帯
状
疱
疹
予
防
接
種
費
用
の
公
費
助
成
を

　
　
２ 

環
境
浄
化
木
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
ザ
ク
ラ
に
つ
い
て

　
　
３ 

不
法
投
棄
等
の
ご
み
処
理
費
用
に
つ
い
て

答	

１ 

早
期
実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
る

	

２ 

外
来
種
等
は
対
象
外

	

３ 

町
の
負
担
軽
減
・
費
用
負
担
の
あ
り
方
を
研
究
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質質
問問
１１
令令
和和
４４
年年
度度
でで
奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域

応応
援援
券券
事事
業業
はは
３３
年年
連連
続続
とと
なな
りり
、、
町町
民民

がが
町町
内内
でで
買買
いい
物物
やや
食食
事事
をを
しし
てて
地地
域域
応応

援援
券券
加加
盟盟
店店
のの
事事
業業
所所
もも
大大
変変
感感
謝謝
しし
てて

いい
るる
。。
以以
下下
、、
問問
うう
。。  

①①
飲飲
食食
店店
券券
をを
共共
通通
券券
にに
変変
更更
すす
るる
理理
由由  

②②
３３
年年
間間
事事
業業
をを
実実
施施
しし
たた
内内
容容
分分
析析  

③③
今今
後後
ここ
のの
事事
業業
をを
行行
うう
時時
のの
注注
意意
点点  

質質
問問
２２
今今
年年
のの
５５
月月
８８
日日
かか
らら
新新
型型
ココ

ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
のの
感感
染染
症症
法法
上上
のの
分分
類類
がが

「「
２２
類類
」」
かか
らら
「「
５５
類類
」」
にに
変変
更更
にに
なな
るる
。。

「「
５５
類類
」」
にに
移移
行行
すす
るる
とと
社社
会会
経経
済済
活活
動動  

のの
制制
限限
がが
大大
幅幅
にに
緩緩
和和
ささ
れれ
るる
。。
感感
染染
者者

はは
指指
定定
のの
「「
発発
熱熱
外外
来来
」」
のの
病病
院院
でで
はは
なな

くく
一一
般般
病病
院院
でで
のの
受受
診診
とと
なな
るる
。。
ママ
スス
クク

着着
用用
もも
個個
人人
のの
判判
断断
とと
なな
るる
。。
社社
会会
全全
体体

がが
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
流流
行行
前前
にに
戻戻
るる

ここ
とと
はは
良良
いい
ここ
とと
だだ
がが
、、
町町
はは
「「
５５
類類
」」

移移
行行
にに
どど
うう
対対
応応
すす
るる
のの
かか
問問
うう
。。  

①①
高高
齢齢
者者
やや
特特
養養
等等
へへ
のの
予予
防防
とと
対対
策策
はは  

②②
医医
療療
機機
関関
のの
対対
応応
はは
どど
うう
変変
わわ
るる
のの
かか  

③③
公公
費費
のの
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
等等
のの
医医
療療
費費
はは  

町町
長長
１１
①
地
域
応
援
券
の
使
用
期
間
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と

地
域
に
飲
食
店
が
な
い
高
齢
者
は
利
用

が
難
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。  

②
住
民
か
ら
の
請
求
形
式
か
ら
手
間
を

省
い
て
直
接
配
布
す
る
形
式
と
し
た
。
換

金
率
も
非
常
に
高
く
３
年
間
で
約
２
億

円
の
お
金
が
町
内
で
消
費
さ
れ
た
。 

③
こ
の
事
業
は
国
や
都
の
交
付
金
が
な
い

場
合
、
町
単
独
実
施
は
難
し
い
。 

町町
長長
２２
①
町
は
「
５
類
」
移
行
後
も
引
続

き
感
染
の
状
況
に
応
じ
て
医
療
機
関
と

特
養
老
人
ホ
ー
ム
等
と
情
報
共
有
を
行

い
万
一
の
拡
大
時
に
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
感
染
予
防
・
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
。

②
奥
多
摩
病
院
で
は
当
面
、
現
在
と
同
様

に
発
熱
外
来
を
設
置
し
て
対
応
す
る
。
院

内
は
マ
ス
ク
着
用
と
し
、
引
続
き
入
院
患

者
と
の
面
会
は
控
え
て
頂
く
。 

③
４
月
以
降
も
町
内
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
体
制
を
確
保
す
る
。
公
費
負
担
は

国
や
都
の
方
針
が
決
定
次
第
周
知
す
る
。 

質質
問問
令令
和和
５５
年年
度度
のの
東東
京京
都都
予予
算算
がが
公公

表表
ささ
れれ
、、
そそ
のの
中中
でで
多多
くく
のの
新新
規規
事事
業業
のの

策策
定定
とと
予予
算算
計計
上上
がが
なな
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
奥奥

多多
摩摩
町町
にに
おお
いい
てて
もも
有有
効効
なな
新新
規規
事事
業業
がが

多多
くく
含含
まま
れれ
てて
いい
るる
とと
考考
ええ
るる
。。
例例
ええ
ばば

➊➊
多多
摩摩
・・
島島
しし
ょょ
暮暮
らら
しし
体体
験験
ツツ
アア
ーー
➋➋

島島
しし
ょょ
山山
村村
地地
域域
にに
おお
けけ
るる
移移
住住
体体
験験
住住

宅宅
整整
備備
補補
助助
➌➌
多多
摩摩
・・
島島
しし
ょょ
アア
ドド
ベベ
ンン

チチ
ャャ
ーー
ツツ
ーー
リリ
ズズ
ムム
推推
進進
事事
業業
➍➍
区区
市市
町町

村村
災災
害害
対対
応応
力力
向向
上上
支支
援援
事事
業業
➎➎
ウウ
ッッ
ドド

シシ
ョョ
ッッ
クク
対対
策策
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
➏➏
区区
市市
町町

村村
にに
おお
けけ
るる
新新
庁庁
舎舎
建建
設設
等等
をを
契契
機機
とと
しし

たた
ＤＤ
ＸＸ
推推
進進
事事
業業
➐➐
アア
ニニ
メメ
等等
拠拠
点点
のの
整整

備備
・・
運運
営営
事事
業業
➑➑
パパ
フフ
ォォ
ーー
ミミ
ンン
ググ
アア
ーー

ツツ
助助
成成
事事
業業
なな
どど
がが
見見
受受
けけ
らら
れれ
たた
。。  

以以
下下
質質
問問
すす
るる
。。  

①①
令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
にに

対対
しし
てて
、、
町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて
基基

本本
的的
なな
考考
ええ
をを
問問
うう
。。  

②②
右右
記記
８８
点点
のの
例例
示示
列列
挙挙
しし
たた
東東
京京
都都
のの

新新
規規
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
のの
考考
ええ
はは
。。  

町町
長長
①
東
京
都
令
和
５
年
度
一
般
会
計 

の
中
で
新
規
事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
た

予
算
も
数
多
く
あ
る
が
、
町
に
と
っ
て
東

京
都
の
予
算
は
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
こ

の
た
め
新
規
予
算
で
あ
る
か
否
か
に
係

わ
ら
ず
、
町
の
事
務
事
業
に
資
す
る
予
算

等
で
あ
れ
ば
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
。 

②
８
項
目
の
新
規
事
業
予
算
を
挙
げ
て

い
る
が
、
予
算
編
成
時
期
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
町
当
初
予
算
に
は
現
時
点
で
計
上

し
て
い
な
い
。
た
だ
し
❶
多
摩
・
島
し
ょ

暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は
、
今
日
、

事
業
の
詳
細
等
を
確
認
し
て
い
く
中
で
、

町
と
し
て
対
応
で
き
る
部
分
は
、
東
京
都

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
❹
区
市
町
村
災
害
対

応
力
向
上
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
単

独
の
防
災
費
事
業
と
し
て
計
上
し
て
あ

る
が
補
助
率
２
分
の
１
で
対
象
事
業
と

な
る
見
込
み
が
あ
り
、
今
後
、
東
京
都
に

確
認
し
、
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
く
。

こ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
今
後
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。  

問問  

１１  

奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域
応応
援援
券券
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

２２  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
法法
上上
５５
類類
移移
行行
へへ  

のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて    

答 

１ 

３
年
間
で
総
額
２
億
円
が
町
内
で
消
費
さ
れ
た 

２ 

５
類
移
行
後
も
引
続
き
感
染
予
防
・
防
止
を
図
る  

問問  
  

令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
のの  

町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて  

答 

補
正
予
算
計
上
な
ど
今
後
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く  

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 

自民党清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 

 5
質質
問問
１１
令令
和和
４４
年年
度度
でで
奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域

応応
援援
券券
事事
業業
はは
３３
年年
連連
続続
とと
なな
りり
、、
町町
民民

がが
町町
内内
でで
買買
いい
物物
やや
食食
事事
をを
しし
てて
地地
域域
応応

援援
券券
加加
盟盟
店店
のの
事事
業業
所所
もも
大大
変変
感感
謝謝
しし
てて

いい
るる
。。
以以
下下
、、
問問
うう
。。  

①①
飲飲
食食
店店
券券
をを
共共
通通
券券
にに
変変
更更
すす
るる
理理
由由  

②②
３３
年年
間間
事事
業業
をを
実実
施施
しし
たた
内内
容容
分分
析析  

③③
今今
後後
ここ
のの
事事
業業
をを
行行
うう
時時
のの
注注
意意
点点  

質質
問問
２２
今今
年年
のの
５５
月月
８８
日日
かか
らら
新新
型型
ココ

ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
のの
感感
染染
症症
法法
上上
のの
分分
類類
がが

「「
２２
類類
」」
かか
らら
「「
５５
類類
」」
にに
変変
更更
にに
なな
るる
。。

「「
５５
類類
」」
にに
移移
行行
すす
るる
とと
社社
会会
経経
済済
活活
動動  

のの
制制
限限
がが
大大
幅幅
にに
緩緩
和和
ささ
れれ
るる
。。
感感
染染
者者

はは
指指
定定
のの
「「
発発
熱熱
外外
来来
」」
のの
病病
院院
でで
はは
なな

くく
一一
般般
病病
院院
でで
のの
受受
診診
とと
なな
るる
。。
ママ
スス
クク

着着
用用
もも
個個
人人
のの
判判
断断
とと
なな
るる
。。
社社
会会
全全
体体

がが
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
流流
行行
前前
にに
戻戻
るる

ここ
とと
はは
良良
いい
ここ
とと
だだ
がが
、、
町町
はは
「「
５５
類類
」」

移移
行行
にに
どど
うう
対対
応応
すす
るる
のの
かか
問問
うう
。。  

①①
高高
齢齢
者者
やや
特特
養養
等等
へへ
のの
予予
防防
とと
対対
策策
はは  

②②
医医
療療
機機
関関
のの
対対
応応
はは
どど
うう
変変
わわ
るる
のの
かか  

③③
公公
費費
のの
ワワ
クク
チチ
ンン
接接
種種
等等
のの
医医
療療
費費
はは  

町町
長長
１１
①
地
域
応
援
券
の
使
用
期
間
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
と

地
域
に
飲
食
店
が
な
い
高
齢
者
は
利
用

が
難
し
い
と
の
声
が
あ
っ
た
。  

②
住
民
か
ら
の
請
求
形
式
か
ら
手
間
を

省
い
て
直
接
配
布
す
る
形
式
と
し
た
。
換

金
率
も
非
常
に
高
く
３
年
間
で
約
２
億

円
の
お
金
が
町
内
で
消
費
さ
れ
た
。 

③
こ
の
事
業
は
国
や
都
の
交
付
金
が
な
い

場
合
、
町
単
独
実
施
は
難
し
い
。 

町町
長長
２２
①
町
は
「
５
類
」
移
行
後
も
引
続

き
感
染
の
状
況
に
応
じ
て
医
療
機
関
と

特
養
老
人
ホ
ー
ム
等
と
情
報
共
有
を
行

い
万
一
の
拡
大
時
に
は
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
感
染
予
防
・
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
。

②
奥
多
摩
病
院
で
は
当
面
、
現
在
と
同
様

に
発
熱
外
来
を
設
置
し
て
対
応
す
る
。
院

内
は
マ
ス
ク
着
用
と
し
、
引
続
き
入
院
患

者
と
の
面
会
は
控
え
て
頂
く
。 

③
４
月
以
降
も
町
内
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
体
制
を
確
保
す
る
。
公
費
負
担
は

国
や
都
の
方
針
が
決
定
次
第
周
知
す
る
。 

質質
問問
令令
和和
５５
年年
度度
のの
東東
京京
都都
予予
算算
がが
公公

表表
ささ
れれ
、、
そそ
のの
中中
でで
多多
くく
のの
新新
規規
事事
業業
のの

策策
定定
とと
予予
算算
計計
上上
がが
なな
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
奥奥

多多
摩摩
町町
にに
おお
いい
てて
もも
有有
効効
なな
新新
規規
事事
業業
がが

多多
くく
含含
まま
れれ
てて
いい
るる
とと
考考
ええ
るる
。。
例例
ええ
ばば

➊➊
多多
摩摩
・・
島島
しし
ょょ
暮暮
らら
しし
体体
験験
ツツ
アア
ーー
➋➋

島島
しし
ょょ
山山
村村
地地
域域
にに
おお
けけ
るる
移移
住住
体体
験験
住住

宅宅
整整
備備
補補
助助
➌➌
多多
摩摩
・・
島島
しし
ょょ
アア
ドド
ベベ
ンン

チチ
ャャ
ーー
ツツ
ーー
リリ
ズズ
ムム
推推
進進
事事
業業
➍➍
区区
市市
町町

村村
災災
害害
対対
応応
力力
向向
上上
支支
援援
事事
業業
➎➎
ウウ
ッッ
ドド

シシ
ョョ
ッッ
クク
対対
策策
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
➏➏
区区
市市
町町

村村
にに
おお
けけ
るる
新新
庁庁
舎舎
建建
設設
等等
をを
契契
機機
とと
しし

たた
ＤＤ
ＸＸ
推推
進進
事事
業業
➐➐
アア
ニニ
メメ
等等
拠拠
点点
のの
整整

備備
・・
運運
営営
事事
業業
➑➑
パパ
フフ
ォォ
ーー
ミミ
ンン
ググ
アア
ーー

ツツ
助助
成成
事事
業業
なな
どど
がが
見見
受受
けけ
らら
れれ
たた
。。  

以以
下下
質質
問問
すす
るる
。。  

①①
令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
にに

対対
しし
てて
、、
町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて
基基

本本
的的
なな
考考
ええ
をを
問問
うう
。。  

②②
右右
記記
８８
点点
のの
例例
示示
列列
挙挙
しし
たた
東東
京京
都都
のの

新新
規規
事事
業業
にに
つつ
いい
てて
のの
考考
ええ
はは
。。  

町町
長長
①
東
京
都
令
和
５
年
度
一
般
会
計 

の
中
で
新
規
事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
た

予
算
も
数
多
く
あ
る
が
、
町
に
と
っ
て
東

京
都
の
予
算
は
重
要
な
財
源
で
あ
る
。
こ

の
た
め
新
規
予
算
で
あ
る
か
否
か
に
係

わ
ら
ず
、
町
の
事
務
事
業
に
資
す
る
予
算

等
で
あ
れ
ば
取
り
込
ん
で
い
き
た
い
。 

②
８
項
目
の
新
規
事
業
予
算
を
挙
げ
て

い
る
が
、
予
算
編
成
時
期
の
兼
ね
合
い
も

あ
り
町
当
初
予
算
に
は
現
時
点
で
計
上

し
て
い
な
い
。
た
だ
し
❶
多
摩
・
島
し
ょ

暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
は
、
今
日
、

事
業
の
詳
細
等
を
確
認
し
て
い
く
中
で
、

町
と
し
て
対
応
で
き
る
部
分
は
、
東
京
都

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
❹
区
市
町
村
災
害
対

応
力
向
上
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
町
単

独
の
防
災
費
事
業
と
し
て
計
上
し
て
あ

る
が
補
助
率
２
分
の
１
で
対
象
事
業
と

な
る
見
込
み
が
あ
り
、
今
後
、
東
京
都
に

確
認
し
、
補
正
予
算
に
計
上
し
て
い
く
。

こ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
も
今
後
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。  

問問  

１１  

奥奥
多多
摩摩
町町
地地
域域
応応
援援
券券
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

２２  

新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
症症
法法
上上
５５
類類
移移
行行
へへ  

のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて    

答 

１ 

３
年
間
で
総
額
２
億
円
が
町
内
で
消
費
さ
れ
た 

２ 

５
類
移
行
後
も
引
続
き
感
染
予
防
・
防
止
を
図
る  

問問  
  

令令
和和
５５
年年
度度
東東
京京
都都
新新
規規
事事
業業
予予
算算
のの  

町町
へへ
のの
取取
りり
込込
みみ
にに
つつ
いい
てて  

答 

補
正
予
算
計
上
な
ど
今
後
の
状
況
を
見

な
が
ら
検
討
し
て
い
く  

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 

自民党清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 

令和 5年 5月５日発行町 議 会 だ よ り第 205 号（5）

問	

令
和
５
年
度
東
京
都
新
規
事
業
予
算
の
町
へ
の
取	

	

り
込
み
に
つ
い
て

問	

１ 

奥
多
摩
町
地
域
応
援
券
事
業
に
つ
い
て

	

２ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
法
上
５
類	

		


移
行
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答	

補
正
予
算
計
上
な
ど
今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら	

	

検
討
し
て
い
き
た
い

答	

１ 

３
年
間
で
総
額
２
億
円
が
町
内
で
消
費
さ
れ
た

	

２ 

５
類
移
行
後
も
引
続
き
感
染
予
防
・
防
止

	
	

を
図
る
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質質
問問
１１
町町
所所
有有
のの
土土
地地
・・
建建
物物
がが
利利
用用
ささ

れれ
ずず
にに
放放
置置
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
かか
、、
総総
点点
検検

をを
しし
てて
、、
町町
有有
財財
産産
のの
利利
活活
用用
にに
取取
りり
組組

むむ
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
。。
先先
日日
、、
建建
築築
設設

計計
をを
専専
門門
とと
すす
るる
若若
者者
がが
町町
内内
のの
空空
家家
活活

用用
にに
取取
組組
みみ
たた
いい
とと
訪訪
れれ
たた
がが
、、
少少
しし
のの

情情
報報
しし
かか
得得
らら
れれ
ずず
、、
残残
念念
がが
っっ
てて
いい
たた
。。

以以
下下
質質
問問
すす
るる
。。
①①
利利
用用
のの
なな
いい
町町
所所
有有

のの
土土
地地
・・
建建
物物
、、
上上
位位
５５
件件
はは
②②
ここ
のの
５５

件件
のの
利利
活活
用用
計計
画画
はは
③③
意意
欲欲
のの
ああ
るる
人人
材材

をを
町町
のの
事事
業業
展展
開開
にに
活活
用用
でで
きき
なな
いい
かか

質質
問問
２２
奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
はは
瑞瑞
穂穂
ビビ
ュュ

ーー
パパ
ーー
クク
でで
素素
晴晴
らら
しし
いい
演演
奏奏
会会
をを
行行
っっ

たた
。。
町町
民民
のの
誇誇
れれ
るる
新新
しし
いい
文文
化化
芸芸
術術
団団

体体
のの
一一
つつ
でで
ああ
るる
。。
町町
のの
評評
価価
及及
びび
今今
後後

どど
のの
よよ
うう
なな
支支
援援
をを
しし
てて
いい
くく
のの
かか
。。  

町
長
①②
土
地
❶
小
丹
波
字
寸
庭
平
の
山

林
は
日
照
権
の
関
係
で
樹
木
を
伐
採
し

て
、
サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
、
ツ
ツ
ジ
を
植
栽

❷
境
字
道
所
旧
道
所
分
校
跡
地
は
、
む
か

し
道
休
息
用
東
屋
が
建
っ
て
い
る
状
況

❸
境
字
水
根
の
ダ
ム
下
は
資
材
置
き
場

に
活
用
❹
川
井
字
蝉
沢
は
広
さ
約
2.3
万

㎡
で
、
そ
の
内
800
㎡
を
残
土
処
分
場
に

使
用
❺
棚
沢
字
坂
下
平
は
現
在
利
用
さ

れ
て
い
な
い
が
、
建
物
❶
棚
沢
字
中
曽
根

の
住
宅
及
び
敷
地
と
同
じ
坂
下
地
内
で

あ
り
、
将
来
住
宅
関
連
用
地
と
し
て
検
討

❷
棚
沢
字
足
ヶ
谷
戸
で
、
国
道
の
拡
幅
等

に
資
す
る
用
地
❸
棚
沢
字
大
橋
、
旧
一
心

亭
で
建
物
の
利
活
用
は
難
し
い
た
め
、
町

道
整
備
を
含
め
検
討
❹
原
字
日
村
の
旧

レ
イ
ク
サ
イ
ド
は
引
続
き
利
活
用
を
検

討
❺
南
氷
川
の
旧
り
そ
な
銀
行
は
耐
震

化
の
対
象
で
あ
り
検
討
、
令
和
５
年
度
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
一
部
見

直
し
を
図
る
予
定
③
奥
多
摩
町
定
住
促

進
サ
ポ
ー
ト
事
業
支
援
金
交
付
要
綱
を

制
定
し
て
お
り
、
町
へ
移
住
し
て
起
業
し

た
方
に
対
し
支
援
金
最
大
100
万
円
を
交

付
し
て
い
る
。
教
育
長
町
に
と
っ
て
、
非

常
に
有
益
な
団
体
と
認
識
し
て
い
る
。
引

続
き
文
化
団
体
連
盟
の
加
入
団
体
と
同

様
に
支
援
す
る
。  

    

質質
問問
「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
はは
、、
総総
延延
長長  

77..00
㎞㎞
でで
平平
成成
５５
年年
にに
工工
事事
着着
手手
、、
平平
成成

1133
年年
５５
月月
にに
琴琴
浦浦
のの
愛愛
宕宕
大大
橋橋
かか
らら
長長

畑畑
まま
でで
のの
愛愛
宕宕
トト
ンン
ネネ
ルル
がが
開開
通通
、、
平平
成成

2277
年年
５５
月月
にに
海海
沢沢
かか
らら
棚棚
沢沢
住住
安安
土土
（（
すす

まま
いい
どど))

間間
のの
城城
山山
トト
ンン
ネネ
ルル
22..88
㎞㎞
がが
開開

通通
しし
、、
全全
体体
のの
7700
％％
がが
完完
成成
しし
たた
。。  

観観
光光
シシ
ーー
ズズ
ンン
のの
土土
、、
日日
、、
休休
日日
にに
はは
将将  

門門
のの
信信
号号
かか
らら
古古
里里
駅駅
前前
交交
差差
点点
まま
でで
のの

間間
交交
通通
がが
混混
雑雑
しし
、、
地地
域域
のの
日日
常常
生生
活活
、、  

産産
業業
活活
動動
にに
影影
響響
をを
及及
ぼぼ
しし
てて
いい
るる
。。  

「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
はは
、、
棚棚
沢沢
住住
安安
戸戸  

地地
区区
かか
らら
丹丹
三三
郎郎
地地
区区
まま
でで
残残
りり
11..99
㎞㎞

とと
なな
りり
、、
７７
年年
経経
過過
しし
てて
いい
るる
がが
工工
事事
のの

計計
画画
にに
進進
捗捗
がが
なな
いい
よよ
うう
にに
思思
わわ
れれ
るる
。。  

今今
現現
在在
どど
のの
よよ
うう
なな
状状
況況
にに
ああ
るる
のの
かか
、、  

早早
期期
のの
全全
面面
開開
通通
にに
向向
けけ
町町
はは
、、
どど
のの
よよ  

うう
なな
対対
応応
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。
東東
京京
都都  

にに
対対
しし
てて
のの
町町
のの
対対
応応
はは
。。  

町
長
今
後
、
「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
が
全

線
開
通
し
た
暁
に
は
、
地
域
防
災
力
の
向

上
や
、
移
動
時
間
の
短
縮
が
図
れ
る
と
と

も
に
、
こ
の
「
命
の
道
」
の
整
備
に
よ
り
、

災
害
時
の
「
孤
立
化
防
止
」
あ
る
い
は
「
過

疎
化
」
や
「
高
齢
化
」
が
進
む
町
の
「
安

全
・
安
心
」
な
町
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

町
で
は
、「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
の
早
期
完

成
を
目
指
し
、
東
京
都
町
村
会
並
び
に
東

京
都
町
村
議
会
議
長
会
合
同
で
、
毎
年
、

都
知
事
、
各
局
幹
部
及
び
都
議
会
に
対
し
、

「
東
京
都
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
」
に

よ
り
実
行
運
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

「
西
多
摩
建
設
事
務
所
・
奥
多
摩
町
建
設

行
政
連
絡
会
」
に
お
い
て
も
継
続
し
て
早

期
全
面
開
通
の
要
望
を
行
な
っ
て
い
く
。 

  

問問  

１１  

町町
所所
有有
土土
地地
・・
建建
物物
のの
有有
効効
活活
用用
にに
つつ
いい
てて  

２２  

奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
にに
対対
すす
るる
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
一
部
見
直
し
を
図
る
予
定 

 
 
 

２ 

引
続
き
文
化
団
体
連
盟
加
入
団
体
と
同
様
に
支
援
す
る  

問問  

「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
早早
期期
全全
面面
開開
通通
にに
向向
けけ  

てて
町町
のの
対対
応応
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

答 

早
期
完
成
を
目
指
し
、
都
知
事
、
各
局
幹 

部
及
び
都
議
会
に
対
し
要
望
し
て
い
く  

自民党清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

自民党清新会 

木村
き む ら

  圭
けい

議員 
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質質
問問
１１
町町
所所
有有
のの
土土
地地
・・
建建
物物
がが
利利
用用
ささ

れれ
ずず
にに
放放
置置
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
かか
、、
総総
点点
検検

をを
しし
てて
、、
町町
有有
財財
産産
のの
利利
活活
用用
にに
取取
りり
組組

むむ
必必
要要
がが
ああ
るる
とと
思思
うう
。。
先先
日日
、、
建建
築築
設設

計計
をを
専専
門門
とと
すす
るる
若若
者者
がが
町町
内内
のの
空空
家家
活活

用用
にに
取取
組組
みみ
たた
いい
とと
訪訪
れれ
たた
がが
、、
少少
しし
のの

情情
報報
しし
かか
得得
らら
れれ
ずず
、、
残残
念念
がが
っっ
てて
いい
たた
。。

以以
下下
質質
問問
すす
るる
。。
①①
利利
用用
のの
なな
いい
町町
所所
有有

のの
土土
地地
・・
建建
物物
、、
上上
位位
５５
件件
はは
②②
ここ
のの
５５

件件
のの
利利
活活
用用
計計
画画
はは
③③
意意
欲欲
のの
ああ
るる
人人
材材

をを
町町
のの
事事
業業
展展
開開
にに
活活
用用
でで
きき
なな
いい
かか

質質
問問
２２
奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
はは
瑞瑞
穂穂
ビビ
ュュ

ーー
パパ
ーー
クク
でで
素素
晴晴
らら
しし
いい
演演
奏奏
会会
をを
行行
っっ

たた
。。
町町
民民
のの
誇誇
れれ
るる
新新
しし
いい
文文
化化
芸芸
術術
団団

体体
のの
一一
つつ
でで
ああ
るる
。。
町町
のの
評評
価価
及及
びび
今今
後後

どど
のの
よよ
うう
なな
支支
援援
をを
しし
てて
いい
くく
のの
かか
。。  

町
長
①②
土
地
❶
小
丹
波
字
寸
庭
平
の
山

林
は
日
照
権
の
関
係
で
樹
木
を
伐
採
し

て
、
サ
ク
ラ
、
モ
ミ
ジ
、
ツ
ツ
ジ
を
植
栽

❷
境
字
道
所
旧
道
所
分
校
跡
地
は
、
む
か

し
道
休
息
用
東
屋
が
建
っ
て
い
る
状
況

❸
境
字
水
根
の
ダ
ム
下
は
資
材
置
き
場

に
活
用
❹
川
井
字
蝉
沢
は
広
さ
約
2.3
万

㎡
で
、
そ
の
内
800
㎡
を
残
土
処
分
場
に

使
用
❺
棚
沢
字
坂
下
平
は
現
在
利
用
さ

れ
て
い
な
い
が
、
建
物
❶
棚
沢
字
中
曽
根

の
住
宅
及
び
敷
地
と
同
じ
坂
下
地
内
で

あ
り
、
将
来
住
宅
関
連
用
地
と
し
て
検
討

❷
棚
沢
字
足
ヶ
谷
戸
で
、
国
道
の
拡
幅
等

に
資
す
る
用
地
❸
棚
沢
字
大
橋
、
旧
一
心

亭
で
建
物
の
利
活
用
は
難
し
い
た
め
、
町

道
整
備
を
含
め
検
討
❹
原
字
日
村
の
旧

レ
イ
ク
サ
イ
ド
は
引
続
き
利
活
用
を
検

討
❺
南
氷
川
の
旧
り
そ
な
銀
行
は
耐
震

化
の
対
象
で
あ
り
検
討
、
令
和
５
年
度
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
一
部
見

直
し
を
図
る
予
定
③
奥
多
摩
町
定
住
促

進
サ
ポ
ー
ト
事
業
支
援
金
交
付
要
綱
を

制
定
し
て
お
り
、
町
へ
移
住
し
て
起
業
し

た
方
に
対
し
支
援
金
最
大
100
万
円
を
交

付
し
て
い
る
。
教
育
長
町
に
と
っ
て
、
非

常
に
有
益
な
団
体
と
認
識
し
て
い
る
。
引

続
き
文
化
団
体
連
盟
の
加
入
団
体
と
同

様
に
支
援
す
る
。  

    

質質
問問
「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
はは
、、
総総
延延
長長  

77..00
㎞㎞
でで
平平
成成
５５
年年
にに
工工
事事
着着
手手
、、
平平
成成

1133
年年
５５
月月
にに
琴琴
浦浦
のの
愛愛
宕宕
大大
橋橋
かか
らら
長長

畑畑
まま
でで
のの
愛愛
宕宕
トト
ンン
ネネ
ルル
がが
開開
通通
、、
平平
成成

2277
年年
５５
月月
にに
海海
沢沢
かか
らら
棚棚
沢沢
住住
安安
土土
（（
すす

まま
いい
どど))

間間
のの
城城
山山
トト
ンン
ネネ
ルル
22..88
㎞㎞
がが
開開

通通
しし
、、
全全
体体
のの
7700
％％
がが
完完
成成
しし
たた
。。  

観観
光光
シシ
ーー
ズズ
ンン
のの
土土
、、
日日
、、
休休
日日
にに
はは
将将  

門門
のの
信信
号号
かか
らら
古古
里里
駅駅
前前
交交
差差
点点
まま
でで
のの

間間
交交
通通
がが
混混
雑雑
しし
、、
地地
域域
のの
日日
常常
生生
活活
、、  

産産
業業
活活
動動
にに
影影
響響
をを
及及
ぼぼ
しし
てて
いい
るる
。。  

「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
はは
、、
棚棚
沢沢
住住
安安
戸戸  

地地
区区
かか
らら
丹丹
三三
郎郎
地地
区区
まま
でで
残残
りり
11..99
㎞㎞

とと
なな
りり
、、
７７
年年
経経
過過
しし
てて
いい
るる
がが
工工
事事
のの

計計
画画
にに
進進
捗捗
がが
なな
いい
よよ
うう
にに
思思
わわ
れれ
るる
。。  

今今
現現
在在
どど
のの
よよ
うう
なな
状状
況況
にに
ああ
るる
のの
かか
、、  

早早
期期
のの
全全
面面
開開
通通
にに
向向
けけ
町町
はは
、、
どど
のの
よよ  

うう
なな
対対
応応
をを
考考
ええ
てて
いい
るる
のの
かか
。。
東東
京京
都都  

にに
対対
しし
てて
のの
町町
のの
対対
応応
はは
。。  

町
長
今
後
、
「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
が
全

線
開
通
し
た
暁
に
は
、
地
域
防
災
力
の
向

上
や
、
移
動
時
間
の
短
縮
が
図
れ
る
と
と

も
に
、
こ
の
「
命
の
道
」
の
整
備
に
よ
り
、

災
害
時
の
「
孤
立
化
防
止
」
あ
る
い
は
「
過

疎
化
」
や
「
高
齢
化
」
が
進
む
町
の
「
安

全
・
安
心
」
な
町
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

町
で
は
、「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
の
早
期
完

成
を
目
指
し
、
東
京
都
町
村
会
並
び
に
東

京
都
町
村
議
会
議
長
会
合
同
で
、
毎
年
、

都
知
事
、
各
局
幹
部
及
び
都
議
会
に
対
し
、

「
東
京
都
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望
」
に

よ
り
実
行
運
動
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

「
西
多
摩
建
設
事
務
所
・
奥
多
摩
町
建
設

行
政
連
絡
会
」
に
お
い
て
も
継
続
し
て
早

期
全
面
開
通
の
要
望
を
行
な
っ
て
い
く
。 

  

問問  

１１  

町町
所所
有有
土土
地地
・・
建建
物物
のの
有有
効効
活活
用用
にに
つつ
いい
てて  

２２  

奥奥
多多
摩摩
吹吹
奏奏
楽楽
団団
にに
対対
すす
るる
支支
援援
にに
つつ
いい
てて  

答 

１ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
一
部
見
直
し
を
図
る
予
定 

 
 
 

２ 

引
続
き
文
化
団
体
連
盟
加
入
団
体
と
同
様
に
支
援
す
る  

問問  

「「
多多
摩摩
川川
南南
岸岸
道道
路路
」」
早早
期期
全全
面面
開開
通通
にに
向向
けけ  

てて
町町
のの
対対
応応
とと
今今
後後
にに
つつ
いい
てて  

答 

早
期
完
成
を
目
指
し
、
都
知
事
、
各
局
幹 

部
及
び
都
議
会
に
対
し
要
望
し
て
い
く  

自民党清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

自民党清新会 

木村
き む ら

  圭
けい

議員 

令和 5年 5月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 205 号（6）

問	

１ 

町
所
有
土
地
・
建
物
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

	

２ 

奥
多
摩
吹
奏
楽
団
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

答	

１ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
一
部
見
直
し
を
図
る
予
定

	

２ 

引
続
き
文
化
団
体
連
盟
加
入
団
体
と
同
様
に
支
援
す
る

問	

「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
早
期
全
面
開
通
に
向
け
て

	

町
の
対
応
と
今
後
に
つ
い
て

答	

早
期
完
成
を
目
指
し
、
都
知
事
、
各
局
幹
部
及

び
都
議
会
に
対
し
要
望
し
て
い
く
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質質
問問
全全
国国
体体
力力
テテ
スス
トト
のの
、、
令令
和和
４４
年年
のの

調調
査査
でで
はは
東東
京京
都都
のの
小小
学学
５５
年年
生生
男男
子子
、、

女女
子子
いい
ずず
れれ
もも
全全
国国
平平
均均
をを
わわ
ずず
かか
にに
超超

ええ
、、
中中
学学
２２
年年
生生
でで
はは
男男
子子
、、
女女
子子
とと
もも

にに
下下
回回
っっ
たた
ここ
とと
がが
スス
ポポ
ーー
ツツ
庁庁
のの
集集
計計

でで
わわ
かか
っっ
たた
。。
令令
和和
２２
年年
第第
３３
回回
定定
例例
会会

でで
「「
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
」」
質質
問問

をを
しし
、、
当当
時時
、、
教教
育育
長長
のの
答答
弁弁
でで
授授
業業
以以

外外
でで
のの
運運
動動
時時
間間
のの
減減
少少
、、
スス
ママ
ーー
トト
フフ

ォォ
ンン
等等
のの
使使
用用
のの
増増
加加
、、
朝朝
食食
をを
食食
べべ
なな

いい
児児
童童
のの
増増
加加
等等
がが
ああ
げげ
らら
れれ
たた
。。
対対
策策

とと
しし
てて
学学
校校
にに
おお
けけ
るる
生生
活活
指指
導導
やや
、、
体体

育育
授授
業業
、、
部部
活活
動動
、、
スス
ポポ
ーー
ツツ
イイ
ベベ
ンン
トト

をを
通通
じじ
てて
生生
活活
習習
慣慣
のの
改改
善善
とと
体体
力力
向向
上上

にに
努努
めめ
るる
とと
答答
弁弁
がが
ああ
っっ
たた
。。
しし
かか
しし
、、

令令
和和
４４
年年
のの
東東
京京
都都
のの
全全
国国
体体
力力
テテ
スス
トト

のの
結結
果果
がが
向向
上上
しし
てて
いい
なな
いい
。。
現現
在在
どど
のの

よよ
うう
なな
取取
りり
組組
みみ
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
、、

まま
たた
、、
今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
問問
うう
。。  

教
育
長
東
京
都
と
奥
多
摩
町
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
小
学
男
子
が
１
年
・
２
年
・

４
年
・
５
年
生
、
女
子
が
１
年
・
３
年
・

４
年
生
が
東
京
都
平
均
を
上
回
り
、
中
学

生
は
一
部
種
目
を
除
き
東
京
都
の
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組
み
は
、

古
里
小
で
は
行
進
指
導
、
縄
跳
び
、
運
動

遊
び
、
持
久
走
等
々
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
長
縄
跳
び
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
は
「
子
供

の
体
力
向
上
推
進
優
秀
校
」
と
し
て
東
京

都
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

氷
川
小
で
は
全
学
級
が
休
み
時
間
等
に

長
縄
跳
び
を
行
い
体
育
集
会
で
は
長
縄

跳
び
の
記
録
会
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
、

全
校
ロ
ン
グ
遊
び
、
鬼
ご
っ
こ
や
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
な
ど
の
外
遊
び
を
行
っ
た
。
奥
多

摩
中
で
は
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
ま
た
体
育
大
会
に
向
け
た

自
主
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ダ
ン
ス
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
集
団
創
作
活
動
を
行

っ
た
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
児
童
・

生
徒
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り
な
ど
、
引
き
続
き
学
校
で
の

体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う
。  

質質
問問
本本
年年
３３
月月
３３
日日
にに
発発
表表
ささ
れれ
たた
施施

方方
針針
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。
⒈⒈
放放
課課
後後
居居
場場
所所

づづ
くく
りり
とと
はは
。。
放放
課課
後後
子子
供供
教教
室室
委委
託託
事事

業業
とと
のの
関関
連連
はは
ああ
るる
のの
かか
。。
⒉⒉
観観
光光
産産
業業

課課
へへ
自自
然然
公公
園園
担担
当当
課課
長長
をを
配配
置置
すす
るる
がが

具具
体体
的的
なな
目目
的的
はは
何何
かか
。。
⒊⒊
町町
営営
住住
宅宅
にに

つつ
いい
てて
①①
町町
営営
住住
宅宅
のの
入入
居居
状状
況況
はは
。。  

②②
今今
年年
度度
のの
住住
宅宅
建建
設設
予予
定定
はは
。。
③③
移移
住住

等等
のの
問問
いい
合合
わわ
せせ
やや
移移
住住
希希
望望
のの
状状
況況
はは
。。

④④
近近
隣隣
自自
治治
体体
のの
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
をを
みみ

るる
とと
、、
移移
住住
、、
定定
住住
対対
策策
やや
子子
育育
てて
支支
援援

予予
算算
をを
計計
上上
。。
ここ
れれ
らら
にに
対対
抗抗
すす
るる
政政
策策

がが
必必
要要
とと
思思
うう
がが
。。
⒋⒋
町町
内内
にに
おお
けけ
るる
新新

型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
者者
はは
減減
少少
傾傾
向向

にに
ああ
るる
がが
、、
令令
和和
４４
年年
９９
月月
末末
かか
らら
本本
年年

２２
月月
まま
でで
のの
感感
染染
者者
数数
はは
110077
名名
でで
実実
にに

高高
齢齢
者者
がが
9977
％％
をを
占占
めめ
てて
いい
るる
。。
高高
齢齢
者者

のの
感感
染染
予予
防防
対対
策策
をを
見見
直直
すす
必必
要要
ああ
りり
。。

亡亡
くく
なな
っっ
たた
方方
のの
事事
後後
処処
理理
費費
用用
がが
高高
額額

のの
たた
めめ
、、
補補
助助
でで
きき
なな
いい
かか
。。
⒌⒌
令令
和和
３３

年年
６６
月月
よよ
りり
「「
可可
燃燃
ごご
みみ
1100
％％
減減
量量
化化
大大

作作
戦戦
」」
のの
成成
果果
はは
。。  

町町
長長
⒈
国
が
新
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
に
お
い
て
推
進
す
る
学
童
ク
ラ
ブ

事
業
と
放
課
後
子
供
教
室
と
の
連
携
に

よ
り
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の
。
⒉
観
光

産
業
課
内
に
山
の
ふ
る
さ
と
村
と
都
民

の
森
を
管
理
す
る
自
然
公
園
施
設
担
当

課
長
を
配
置
し
積
極
的
か
つ
一
体
的
に

運
営
す
る
。
⒊
町
営
住
宅
に
つ
い
て
①

128
戸
の
う
ち
12
戸
が
入
居
者
な
し
。
②

子
育
て
応
援
住
宅
１
戸
、
町
営
若
者
住
宅

１
戸
を
予
定
。
③
移
住
希
望
の
問
い
合
わ

せ
約
1291
件
、
登
録
バ
ン
ク
登
録
者
は
累

計
523
世
帯
1610
人
④
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト

面
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
事
業
を
推
進
。 

⒋
全
感
染
者
は
４
類
型
を
含
め
210
名
で

60
代
以
上
は
48
％
、
引
き
続
き
感
染
予

防
を
講
じ
る
。
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
見
直
し
を
踏
ま
え
現
時
点
に
お
い

て
事
後
処
理
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
⒌
令
和
３
年
度
の
総
排
出
量

1783
ｔ
で
前
年
度
比
71
ｔ
の
減
。
引
き
続

き
PR 

を
し
、
減
量
を
推
進
し
て
い
く
。 

答 

引
き
続
き
体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う  

問問  

子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

問問  

施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

答 

引
き
続
き
業
務
を
推
進
し
て
い
く  

自民党清新会 

小峰
こ み ね

 陽一
よういち

議員 

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 
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質質
問問
全全
国国
体体
力力
テテ
スス
トト
のの
、、
令令
和和
４４
年年
のの

調調
査査
でで
はは
東東
京京
都都
のの
小小
学学
５５
年年
生生
男男
子子
、、

女女
子子
いい
ずず
れれ
もも
全全
国国
平平
均均
をを
わわ
ずず
かか
にに
超超

ええ
、、
中中
学学
２２
年年
生生
でで
はは
男男
子子
、、
女女
子子
とと
もも

にに
下下
回回
っっ
たた
ここ
とと
がが
スス
ポポ
ーー
ツツ
庁庁
のの
集集
計計

でで
わわ
かか
っっ
たた
。。
令令
和和
２２
年年
第第
３３
回回
定定
例例
会会

でで
「「
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
」」
質質
問問

をを
しし
、、
当当
時時
、、
教教
育育
長長
のの
答答
弁弁
でで
授授
業業
以以

外外
でで
のの
運運
動動
時時
間間
のの
減減
少少
、、
スス
ママ
ーー
トト
フフ

ォォ
ンン
等等
のの
使使
用用
のの
増増
加加
、、
朝朝
食食
をを
食食
べべ
なな

いい
児児
童童
のの
増増
加加
等等
がが
ああ
げげ
らら
れれ
たた
。。
対対
策策

とと
しし
てて
学学
校校
にに
おお
けけ
るる
生生
活活
指指
導導
やや
、、
体体

育育
授授
業業
、、
部部
活活
動動
、、
スス
ポポ
ーー
ツツ
イイ
ベベ
ンン
トト

をを
通通
じじ
てて
生生
活活
習習
慣慣
のの
改改
善善
とと
体体
力力
向向
上上

にに
努努
めめ
るる
とと
答答
弁弁
がが
ああ
っっ
たた
。。
しし
かか
しし
、、

令令
和和
４４
年年
のの
東東
京京
都都
のの
全全
国国
体体
力力
テテ
スス
トト

のの
結結
果果
がが
向向
上上
しし
てて
いい
なな
いい
。。
現現
在在
どど
のの

よよ
うう
なな
取取
りり
組組
みみ
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
、、

まま
たた
、、
今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
問問
うう
。。  

教
育
長
東
京
都
と
奥
多
摩
町
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
小
学
男
子
が
１
年
・
２
年
・

４
年
・
５
年
生
、
女
子
が
１
年
・
３
年
・

４
年
生
が
東
京
都
平
均
を
上
回
り
、
中
学

生
は
一
部
種
目
を
除
き
東
京
都
の
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組
み
は
、

古
里
小
で
は
行
進
指
導
、
縄
跳
び
、
運
動

遊
び
、
持
久
走
等
々
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
長
縄
跳
び
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
は
「
子
供

の
体
力
向
上
推
進
優
秀
校
」
と
し
て
東
京

都
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

氷
川
小
で
は
全
学
級
が
休
み
時
間
等
に

長
縄
跳
び
を
行
い
体
育
集
会
で
は
長
縄

跳
び
の
記
録
会
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
、

全
校
ロ
ン
グ
遊
び
、
鬼
ご
っ
こ
や
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
な
ど
の
外
遊
び
を
行
っ
た
。
奥
多

摩
中
で
は
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
ま
た
体
育
大
会
に
向
け
た

自
主
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ダ
ン
ス
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
集
団
創
作
活
動
を
行

っ
た
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
児
童
・

生
徒
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り
な
ど
、
引
き
続
き
学
校
で
の

体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う
。  

質質
問問
本本
年年
３３
月月
３３
日日
にに
発発
表表
ささ
れれ
たた
施施

方方
針針
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。
⒈⒈
放放
課課
後後
居居
場場
所所

づづ
くく
りり
とと
はは
。。
放放
課課
後後
子子
供供
教教
室室
委委
託託
事事

業業
とと
のの
関関
連連
はは
ああ
るる
のの
かか
。。
⒉⒉
観観
光光
産産
業業

課課
へへ
自自
然然
公公
園園
担担
当当
課課
長長
をを
配配
置置
すす
るる
がが

具具
体体
的的
なな
目目
的的
はは
何何
かか
。。
⒊⒊
町町
営営
住住
宅宅
にに

つつ
いい
てて
①①
町町
営営
住住
宅宅
のの
入入
居居
状状
況況
はは
。。  

②②
今今
年年
度度
のの
住住
宅宅
建建
設設
予予
定定
はは
。。
③③
移移
住住

等等
のの
問問
いい
合合
わわ
せせ
やや
移移
住住
希希
望望
のの
状状
況況
はは
。。

④④
近近
隣隣
自自
治治
体体
のの
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
をを
みみ

るる
とと
、、
移移
住住
、、
定定
住住
対対
策策
やや
子子
育育
てて
支支
援援

予予
算算
をを
計計
上上
。。
ここ
れれ
らら
にに
対対
抗抗
すす
るる
政政
策策

がが
必必
要要
とと
思思
うう
がが
。。
⒋⒋
町町
内内
にに
おお
けけ
るる
新新

型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
者者
はは
減減
少少
傾傾
向向

にに
ああ
るる
がが
、、
令令
和和
４４
年年
９９
月月
末末
かか
らら
本本
年年

２２
月月
まま
でで
のの
感感
染染
者者
数数
はは
110077
名名
でで
実実
にに

高高
齢齢
者者
がが
9977
％％
をを
占占
めめ
てて
いい
るる
。。
高高
齢齢
者者

のの
感感
染染
予予
防防
対対
策策
をを
見見
直直
すす
必必
要要
ああ
りり
。。

亡亡
くく
なな
っっ
たた
方方
のの
事事
後後
処処
理理
費費
用用
がが
高高
額額

のの
たた
めめ
、、
補補
助助
でで
きき
なな
いい
かか
。。
⒌⒌
令令
和和
３３

年年
６６
月月
よよ
りり
「「
可可
燃燃
ごご
みみ
1100
％％
減減
量量
化化
大大

作作
戦戦
」」
のの
成成
果果
はは
。。  

町町
長長
⒈
国
が
新
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
に
お
い
て
推
進
す
る
学
童
ク
ラ
ブ

事
業
と
放
課
後
子
供
教
室
と
の
連
携
に

よ
り
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の
。
⒉
観
光

産
業
課
内
に
山
の
ふ
る
さ
と
村
と
都
民

の
森
を
管
理
す
る
自
然
公
園
施
設
担
当

課
長
を
配
置
し
積
極
的
か
つ
一
体
的
に

運
営
す
る
。
⒊
町
営
住
宅
に
つ
い
て
①

128
戸
の
う
ち
12
戸
が
入
居
者
な
し
。
②

子
育
て
応
援
住
宅
１
戸
、
町
営
若
者
住
宅

１
戸
を
予
定
。
③
移
住
希
望
の
問
い
合
わ

せ
約
1291
件
、
登
録
バ
ン
ク
登
録
者
は
累

計
523
世
帯
1610
人
④
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト

面
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
事
業
を
推
進
。 

⒋
全
感
染
者
は
４
類
型
を
含
め
210
名
で

60
代
以
上
は
48
％
、
引
き
続
き
感
染
予

防
を
講
じ
る
。
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
見
直
し
を
踏
ま
え
現
時
点
に
お
い

て
事
後
処
理
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
⒌
令
和
３
年
度
の
総
排
出
量

1783
ｔ
で
前
年
度
比
71
ｔ
の
減
。
引
き
続

き
PR 

を
し
、
減
量
を
推
進
し
て
い
く
。 

答 

引
き
続
き
体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う  

問問  

子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

問問  

施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

答 

引
き
続
き
業
務
を
推
進
し
て
い
く  

自民党清新会 

小峰
こ み ね

 陽一
よういち

議員 

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み
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質質
問問
全全
国国
体体
力力
テテ
スス
トト
のの
、、
令令
和和
４４
年年
のの

調調
査査
でで
はは
東東
京京
都都
のの
小小
学学
５５
年年
生生
男男
子子
、、

女女
子子
いい
ずず
れれ
もも
全全
国国
平平
均均
をを
わわ
ずず
かか
にに
超超

ええ
、、
中中
学学
２２
年年
生生
でで
はは
男男
子子
、、
女女
子子
とと
もも

にに
下下
回回
っっ
たた
ここ
とと
がが
スス
ポポ
ーー
ツツ
庁庁
のの
集集
計計

でで
わわ
かか
っっ
たた
。。
令令
和和
２２
年年
第第
３３
回回
定定
例例
会会

でで
「「
子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
」」
質質
問問

をを
しし
、、
当当
時時
、、
教教
育育
長長
のの
答答
弁弁
でで
授授
業業
以以

外外
でで
のの
運運
動動
時時
間間
のの
減減
少少
、、
スス
ママ
ーー
トト
フフ

ォォ
ンン
等等
のの
使使
用用
のの
増増
加加
、、
朝朝
食食
をを
食食
べべ
なな

いい
児児
童童
のの
増増
加加
等等
がが
ああ
げげ
らら
れれ
たた
。。
対対
策策

とと
しし
てて
学学
校校
にに
おお
けけ
るる
生生
活活
指指
導導
やや
、、
体体

育育
授授
業業
、、
部部
活活
動動
、、
スス
ポポ
ーー
ツツ
イイ
ベベ
ンン
トト

をを
通通
じじ
てて
生生
活活
習習
慣慣
のの
改改
善善
とと
体体
力力
向向
上上

にに
努努
めめ
るる
とと
答答
弁弁
がが
ああ
っっ
たた
。。
しし
かか
しし
、、

令令
和和
４４
年年
のの
東東
京京
都都
のの
全全
国国
体体
力力
テテ
スス
トト

のの
結結
果果
がが
向向
上上
しし
てて
いい
なな
いい
。。
現現
在在
どど
のの

よよ
うう
なな
取取
りり
組組
みみ
をを
行行
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
、、

まま
たた
、、
今今
後後
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
問問
うう
。。  

教
育
長
東
京
都
と
奥
多
摩
町
を
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
小
学
男
子
が
１
年
・
２
年
・

４
年
・
５
年
生
、
女
子
が
１
年
・
３
年
・

４
年
生
が
東
京
都
平
均
を
上
回
り
、
中
学

生
は
一
部
種
目
を
除
き
東
京
都
の
平
均

を
上
回
っ
て
い
る
。
現
在
の
取
り
組
み
は
、

古
里
小
で
は
行
進
指
導
、
縄
跳
び
、
運
動

遊
び
、
持
久
走
等
々
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

年
間
を
通
じ
て
長
縄
跳
び
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
に
は
「
子
供

の
体
力
向
上
推
進
優
秀
校
」
と
し
て
東
京

都
教
育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
る
。

氷
川
小
で
は
全
学
級
が
休
み
時
間
等
に

長
縄
跳
び
を
行
い
体
育
集
会
で
は
長
縄

跳
び
の
記
録
会
を
行
っ
た
。
そ
の
他
に
、

全
校
ロ
ン
グ
遊
び
、
鬼
ご
っ
こ
や
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
な
ど
の
外
遊
び
を
行
っ
た
。
奥
多

摩
中
で
は
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
ま
た
体
育
大
会
に
向
け
た

自
主
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ダ
ン
ス
、

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
集
団
創
作
活
動
を
行

っ
た
。
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
児
童
・

生
徒
が
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

環
境
づ
く
り
な
ど
、
引
き
続
き
学
校
で
の

体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う
。  

質質
問問
本本
年年
３３
月月
３３
日日
にに
発発
表表
ささ
れれ
たた
施施

方方
針針
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。
⒈⒈
放放
課課
後後
居居
場場
所所

づづ
くく
りり
とと
はは
。。
放放
課課
後後
子子
供供
教教
室室
委委
託託
事事

業業
とと
のの
関関
連連
はは
ああ
るる
のの
かか
。。
⒉⒉
観観
光光
産産
業業

課課
へへ
自自
然然
公公
園園
担担
当当
課課
長長
をを
配配
置置
すす
るる
がが

具具
体体
的的
なな
目目
的的
はは
何何
かか
。。
⒊⒊
町町
営営
住住
宅宅
にに

つつ
いい
てて
①①
町町
営営
住住
宅宅
のの
入入
居居
状状
況況
はは
。。  

②②
今今
年年
度度
のの
住住
宅宅
建建
設設
予予
定定
はは
。。
③③
移移
住住

等等
のの
問問
いい
合合
わわ
せせ
やや
移移
住住
希希
望望
のの
状状
況況
はは
。。

④④
近近
隣隣
自自
治治
体体
のの
令令
和和
５５
年年
度度
予予
算算
をを
みみ

るる
とと
、、
移移
住住
、、
定定
住住
対対
策策
やや
子子
育育
てて
支支
援援

予予
算算
をを
計計
上上
。。
ここ
れれ
らら
にに
対対
抗抗
すす
るる
政政
策策

がが
必必
要要
とと
思思
うう
がが
。。
⒋⒋
町町
内内
にに
おお
けけ
るる
新新

型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染
者者
はは
減減
少少
傾傾
向向

にに
ああ
るる
がが
、、
令令
和和
４４
年年
９９
月月
末末
かか
らら
本本
年年

２２
月月
まま
でで
のの
感感
染染
者者
数数
はは
110077
名名
でで
実実
にに

高高
齢齢
者者
がが
9977
％％
をを
占占
めめ
てて
いい
るる
。。
高高
齢齢
者者

のの
感感
染染
予予
防防
対対
策策
をを
見見
直直
すす
必必
要要
ああ
りり
。。

亡亡
くく
なな
っっ
たた
方方
のの
事事
後後
処処
理理
費費
用用
がが
高高
額額

のの
たた
めめ
、、
補補
助助
でで
きき
なな
いい
かか
。。
⒌⒌
令令
和和
３３

年年
６６
月月
よよ
りり
「「
可可
燃燃
ごご
みみ
1100
％％
減減
量量
化化
大大

作作
戦戦
」」
のの
成成
果果
はは
。。  

町町
長長
⒈
国
が
新
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ

ラ
ン
に
お
い
て
推
進
す
る
学
童
ク
ラ
ブ

事
業
と
放
課
後
子
供
教
室
と
の
連
携
に

よ
り
一
体
的
に
実
施
す
る
も
の
。
⒉
観
光

産
業
課
内
に
山
の
ふ
る
さ
と
村
と
都
民

の
森
を
管
理
す
る
自
然
公
園
施
設
担
当

課
長
を
配
置
し
積
極
的
か
つ
一
体
的
に

運
営
す
る
。
⒊
町
営
住
宅
に
つ
い
て
①

128
戸
の
う
ち
12
戸
が
入
居
者
な
し
。
②

子
育
て
応
援
住
宅
１
戸
、
町
営
若
者
住
宅

１
戸
を
予
定
。
③
移
住
希
望
の
問
い
合
わ

せ
約
1291
件
、
登
録
バ
ン
ク
登
録
者
は
累

計
523
世
帯
1610
人
④
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト

面
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
事
業
を
推
進
。 

⒋
全
感
染
者
は
４
類
型
を
含
め
210
名
で

60
代
以
上
は
48
％
、
引
き
続
き
感
染
予

防
を
講
じ
る
。
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
見
直
し
を
踏
ま
え
現
時
点
に
お
い

て
事
後
処
理
費
用
を
補
助
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
⒌
令
和
３
年
度
の
総
排
出
量

1783
ｔ
で
前
年
度
比
71
ｔ
の
減
。
引
き
続

き
PR 

を
し
、
減
量
を
推
進
し
て
い
く
。 

答 

引
き
続
き
体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う  

問問  

子子
どど
もも
達達
のの
体体
力力
にに
つつ
いい
てて
（（
ⅡⅡ
））  

問問  

施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

答 

引
き
続
き
業
務
を
推
進
し
て
い
く  

自民党清新会 

小峰
こ み ね

 陽一
よういち

議員 

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

令和 5年 5月５日発行町 議 会 だ よ り第 205 号（7）

問	

施
政
方
針
に
つ
い
て

問	

子
ど
も
達
の
体
力
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）

答	

引
き
続
き
業
務
を
推
進
し
て
い
く

答	

引
き
続
き
体
力
向
上
の
取
り
組
み
を
行
う
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質質
問問
成成
年年
後後
見見
制制
度度
とと
はは
、、
認認
知知
症症
やや
知知

的的
障障
害害
、、
精精
神神
障障
害害
なな
どど
のの
理理
由由
でで
判判
断断

能能
力力
がが
不不
十十
分分
なな
方方
々々
をを
保保
護護
しし
、、
支支
援援

すす
るる
制制
度度
でで
ああ
るる
。。
法法
定定
後後
見見
制制
度度
とと
任任

意意
後後
見見
制制
度度
がが
ああ
りり
、、
法法
定定
後後
見見
制制
度度
にに

はは
後後
見見
、、
保保
佐佐
、、
補補
助助
のの
３３
つつ
がが
ああ
りり
、、

判判
断断
能能
力力
にに
応応
じじ
てて
制制
度度
がが
利利
用用
でで
きき
るる
。。

高高
齢齢
者者
がが
人人
口口
のの
半半
数数
をを
超超
ええ
るる
当当
町町
でで

はは
今今
後後
、、
成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
必必
要要
性性
がが
問問

わわ
れれ
てて
くく
るる
。。
昨昨
年年
、、
第第
２２
期期
成成
年年
後後
見見

制制
度度
利利
用用
促促
進進
基基
本本
計計
画画
がが
閣閣
議議
決決
定定
しし

たた
がが
、、
町町
のの
現現
状状
はは
。。
①①
現現
在在
、、
成成
年年
後後

見見
制制
度度
をを
利利
用用
しし
てて
いい
るる
方方
のの
人人
数数
とと
成成

年年
後後
見見
制制
度度
利利
用用
支支
援援
事事
業業
をを
利利
用用
しし
てて

いい
るる
方方
のの
人人
数数
はは
。。②②
住住
民民
へへ
のの
周周
知知
はは
。。

③③
今今
後後
、、
利利
用用
促促
進進
のの
たた
めめ
のの
取取
りり
組組
みみ

はは
。。
町町
長長
平
成
18
年
に
奥
多
摩
町
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
実
施
要
綱
を

制
定
し
た
。
親
族
等
が
い
な
い
場
合
の
町

長
申
立
て
の
ほ
か
、
親
族
ま
た
は
本
人
に

よ
る
申
立
て
は
で
き
る
も
の
の
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
、
成
年
後
見
制
度
が
利
用

で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
申
立
費
用
や
、

後
見
等
の
開
始
後
に
必
要
な
成
年
後
見

人
等
に
対
す
る
報
酬
等
の
費
用
を
町
が

全
額
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。
①
後
見
制

度
利
用
者
は
令
和
３
年
12
月
末
現
在
で

67
名
。
同
制
度
の
利
用
支
援
事
業
の
利

用
者
は
令
和
４
年
度
は
１
名
で
あ
る
。 

②②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
活
用
の
周
知
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
常
時
掲
載
、
町
広

報
で
の
定
期
的
掲
載
、
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
で
広
く
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
成

年
後
見
相
談
」
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と

と
も
に
、
講
演
会
の
開
催
な
ど
周
知
を
図

っ
て
い
る
。
③③
令
和
５
年
度
「
成
年
後
見

制
度
推
進
機
関
」
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ

事
業
委
託
の
う
え
設
置
し
専
門
職
を
配

置
。
町
内
に
お
け
る
市
民
後
見
人
の
育
成

と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
、
こ
の

推
進
機
関
を
中
心
に
町
の
高
齢
福
祉
・
障

害
福
祉
部
署
と
も
連
携
し
て
推
進
し
、
必

要
な
方
を
支
援
し
て
い
く
。 

質質
問問
「「
JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅
東東
側側
」」
のの
土土
地地
がが
、、

庁庁
舎舎
建建
設設
候候
補補
地地
とと
しし
てて
庁庁
舎舎
建建
設設
委委
員員

会会
答答
申申
でで
選選
定定
ささ
れれ
たた
。。
委委
員員
会会
内内
でで
もも

提提
案案
ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
ここ
のの
取取
得得
予予
定定
地地

とと
JJRR
線線
路路
用用
地地
とと
をを
活活
用用
しし
、、
現現
行行
ホホ
ーー

ムム
をを
直直
線線
形形
状状
にに
改改
修修
でで
きき
なな
いい
かか
。。 

JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅
はは
、、
ホホ
ーー
ムム
がが
湾湾
曲曲
しし
車車
輌輌

とと
のの
間間
にに
大大
きき
なな
空空
隙隙
がが
ああ
りり
危危
険険
でで
ああ

りり
、、
ワワ
ンン
ママ
ンン
運運
転転
化化
もも
不不
安安
材材
料料
。。  

高高
齢齢
者者
やや
大大
荷荷
物物
のの
登登
山山
・・
キキ
ャャ
ンン
ププ
客客

とと
いい
っっ
たた
乗乗
降降
客客
のの
安安
全全
性性
・・
利利
便便
性性
がが

現現
行行
のの
ホホ
ーー
ムム
でで
はは
確確
保保
でで
きき
なな
いい
。。  

将将
来来
的的
にに
可可
能能
性性
のの
ああ
るる
小小
学学
校校
統統
合合
でで

はは
小小
河河
内内
・・
氷氷
川川
地地
区区
、、
古古
里里
地地
区区
のの
、、

どど
ちち
らら
かか
のの
児児
童童
のの
多多
くく
はは
奥奥
多多
摩摩
駅駅
をを

利利
用用
すす
るる
ここ
とと
とと
なな
るる
だだ
ろろ
うう
。。  

①①
取取
得得
予予
定定
地地
活活
用用
にに
よよ
るる
ホホ
ーー
ムム
改改
修修
、、

現現
行行
ホホ
ーー
ムム
のの
危危
険険
性性
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
のの

考考
ええ
はは
。。  

②②
JJRR
とと
のの
協協
議議
、、
連連
携携
はは
。。  

③③
新新
庁庁
舎舎
とと
奥奥
多多
摩摩
駅駅
のの
一一
体体
的的
活活
用用
にに

つつ
いい
てて
、、((

株株))

シシ
ェェ
ルル
タタ
ーー
のの
見見
解解
はは
。。  

町町
長長
①
取
得
予
定
地
は
、
答
申
に
あ
る
と 

お
り
、
新
庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
活
用
。 

奥
多
摩
駅
ホ
ー
ム
の
湾
曲
は
、
過
去
に
も

度
々
採
り
上
げ
ら
れ
現
在
も
ホ
ー
ム
直

線
化
は
困
難
と
考
え
る
が
、
JR
は
現
実

的
な
安
全
対
策
を
し
て
い
る
と
認
識
し
、

今
後
も
実
態
に
沿
っ
た
形
で
、
駅
ホ
ー
ム

の
安
全
性
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。 

②
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
イ
ン
運
行
や
沿

線
ま
る
ご
と(

株)

設
立
を
始
め
、
様
々
な

形
で
日
常
的
に
連
携
し
て
い
る
状
況
。
新

庁
舎
建
設
で
は
、
JR
も
委
員
と
し
て
参

画
い
た
だ
き
、
現
在
、
歩
行
者
用
直
結
通

路
の
実
現
に
向
け
協
議
を
重
ね
て
い
る
。 

駅
ホ
ー
ム
に
特
化
し
た
協
議
や
連
携
は

な
い
が
、
必
要
な
情
報
共
有
は
し
て
お
り
、

様
々
な
面
で
の
連
携
を
継
続
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。
③(

株)

シ
ェ
ル
タ
ー
は
策

定
中
の
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
委
託
業

者
で
あ
り
、
答
申
と
異
な
る
提
案
へ
の
見

解
は
求
め
な
い
。 

答 

令
和
５
年
度 

「
成
年
後
見
制
度
推
進
機
関
」
を

設
置  

問問  
  

成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて  

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 

答 

過
去
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、 

現
在
も
直
線
化
は
困
難
と
考
え
る  

問問    

町町
有有
地地
取取
得得
にに
とと
もも
なな
うう  

  

JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅
ホホ
ーー
ムム
直直
線線
化化
のの
提提
案案  

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 
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質質
問問
成成
年年
後後
見見
制制
度度
とと
はは
、、
認認
知知
症症
やや
知知

的的
障障
害害
、、
精精
神神
障障
害害
なな
どど
のの
理理
由由
でで
判判
断断

能能
力力
がが
不不
十十
分分
なな
方方
々々
をを
保保
護護
しし
、、
支支
援援

すす
るる
制制
度度
でで
ああ
るる
。。
法法
定定
後後
見見
制制
度度
とと
任任

意意
後後
見見
制制
度度
がが
ああ
りり
、、
法法
定定
後後
見見
制制
度度
にに

はは
後後
見見
、、
保保
佐佐
、、
補補
助助
のの
３３
つつ
がが
ああ
りり
、、

判判
断断
能能
力力
にに
応応
じじ
てて
制制
度度
がが
利利
用用
でで
きき
るる
。。

高高
齢齢
者者
がが
人人
口口
のの
半半
数数
をを
超超
ええ
るる
当当
町町
でで

はは
今今
後後
、、
成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
必必
要要
性性
がが
問問

わわ
れれ
てて
くく
るる
。。
昨昨
年年
、、
第第
２２
期期
成成
年年
後後
見見

制制
度度
利利
用用
促促
進進
基基
本本
計計
画画
がが
閣閣
議議
決決
定定
しし

たた
がが
、、
町町
のの
現現
状状
はは
。。
①①
現現
在在
、、
成成
年年
後後

見見
制制
度度
をを
利利
用用
しし
てて
いい
るる
方方
のの
人人
数数
とと
成成

年年
後後
見見
制制
度度
利利
用用
支支
援援
事事
業業
をを
利利
用用
しし
てて

いい
るる
方方
のの
人人
数数
はは
。。②②
住住
民民
へへ
のの
周周
知知
はは
。。

③③
今今
後後
、、
利利
用用
促促
進進
のの
たた
めめ
のの
取取
りり
組組
みみ

はは
。。
町町
長長
平
成
18
年
に
奥
多
摩
町
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
実
施
要
綱
を

制
定
し
た
。
親
族
等
が
い
な
い
場
合
の
町

長
申
立
て
の
ほ
か
、
親
族
ま
た
は
本
人
に

よ
る
申
立
て
は
で
き
る
も
の
の
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
、
成
年
後
見
制
度
が
利
用

で
き
な
い
場
合
に
お
け
る
申
立
費
用
や
、

後
見
等
の
開
始
後
に
必
要
な
成
年
後
見

人
等
に
対
す
る
報
酬
等
の
費
用
を
町
が

全
額
負
担
す
る
も
の
で
あ
る
。
①
後
見
制

度
利
用
者
は
令
和
３
年
12
月
末
現
在
で

67
名
。
同
制
度
の
利
用
支
援
事
業
の
利

用
者
は
令
和
４
年
度
は
１
名
で
あ
る
。 

②②
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
活
用
の
周
知
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
常
時
掲
載
、
町
広

報
で
の
定
期
的
掲
載
、
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
で
広
く
周
知
を
図
っ

て
い
る
。
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
成

年
後
見
相
談
」
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と

と
も
に
、
講
演
会
の
開
催
な
ど
周
知
を
図

っ
て
い
る
。
③③
令
和
５
年
度
「
成
年
後
見

制
度
推
進
機
関
」
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ

事
業
委
託
の
う
え
設
置
し
専
門
職
を
配

置
。
町
内
に
お
け
る
市
民
後
見
人
の
育
成

と
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
、
こ
の

推
進
機
関
を
中
心
に
町
の
高
齢
福
祉
・
障

害
福
祉
部
署
と
も
連
携
し
て
推
進
し
、
必

要
な
方
を
支
援
し
て
い
く
。 

質質
問問
「「
JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅
東東
側側
」」
のの
土土
地地
がが
、、

庁庁
舎舎
建建
設設
候候
補補
地地
とと
しし
てて
庁庁
舎舎
建建
設設
委委
員員

会会
答答
申申
でで
選選
定定
ささ
れれ
たた
。。
委委
員員
会会
内内
でで
もも

提提
案案
ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
ここ
のの
取取
得得
予予
定定
地地

とと
JJRR
線線
路路
用用
地地
とと
をを
活活
用用
しし
、、
現現
行行
ホホ
ーー

ムム
をを
直直
線線
形形
状状
にに
改改
修修
でで
きき
なな
いい
かか
。。 

JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅
はは
、、
ホホ
ーー
ムム
がが
湾湾
曲曲
しし
車車
輌輌

とと
のの
間間
にに
大大
きき
なな
空空
隙隙
がが
ああ
りり
危危
険険
でで
ああ

りり
、、
ワワ
ンン
ママ
ンン
運運
転転
化化
もも
不不
安安
材材
料料
。。  

高高
齢齢
者者
やや
大大
荷荷
物物
のの
登登
山山
・・
キキ
ャャ
ンン
ププ
客客

とと
いい
っっ
たた
乗乗
降降
客客
のの
安安
全全
性性
・・
利利
便便
性性
がが

現現
行行
のの
ホホ
ーー
ムム
でで
はは
確確
保保
でで
きき
なな
いい
。。  

将将
来来
的的
にに
可可
能能
性性
のの
ああ
るる
小小
学学
校校
統統
合合
でで

はは
小小
河河
内内
・・
氷氷
川川
地地
区区
、、
古古
里里
地地
区区
のの
、、

どど
ちち
らら
かか
のの
児児
童童
のの
多多
くく
はは
奥奥
多多
摩摩
駅駅
をを

利利
用用
すす
るる
ここ
とと
とと
なな
るる
だだ
ろろ
うう
。。  

①①
取取
得得
予予
定定
地地
活活
用用
にに
よよ
るる
ホホ
ーー
ムム
改改
修修
、、

現現
行行
ホホ
ーー
ムム
のの
危危
険険
性性
にに
つつ
いい
てて
、、
町町
のの

考考
ええ
はは
。。  

②②
JJRR
とと
のの
協協
議議
、、
連連
携携
はは
。。  

③③
新新
庁庁
舎舎
とと
奥奥
多多
摩摩
駅駅
のの
一一
体体
的的
活活
用用
にに

つつ
いい
てて
、、((

株株))

シシ
ェェ
ルル
タタ
ーー
のの
見見
解解
はは
。。  

町町
長長
①
取
得
予
定
地
は
、
答
申
に
あ
る
と 

お
り
、
新
庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
活
用
。 

奥
多
摩
駅
ホ
ー
ム
の
湾
曲
は
、
過
去
に
も

度
々
採
り
上
げ
ら
れ
現
在
も
ホ
ー
ム
直

線
化
は
困
難
と
考
え
る
が
、
JR
は
現
実

的
な
安
全
対
策
を
し
て
い
る
と
認
識
し
、

今
後
も
実
態
に
沿
っ
た
形
で
、
駅
ホ
ー
ム

の
安
全
性
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。 

②
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ラ
イ
ン
運
行
や
沿

線
ま
る
ご
と(

株)

設
立
を
始
め
、
様
々
な

形
で
日
常
的
に
連
携
し
て
い
る
状
況
。
新

庁
舎
建
設
で
は
、
JR
も
委
員
と
し
て
参

画
い
た
だ
き
、
現
在
、
歩
行
者
用
直
結
通

路
の
実
現
に
向
け
協
議
を
重
ね
て
い
る
。 

駅
ホ
ー
ム
に
特
化
し
た
協
議
や
連
携
は

な
い
が
、
必
要
な
情
報
共
有
は
し
て
お
り
、

様
々
な
面
で
の
連
携
を
継
続
す
る
と
認

識
し
て
い
る
。
③(

株)

シ
ェ
ル
タ
ー
は
策

定
中
の
庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
委
託
業

者
で
あ
り
、
答
申
と
異
な
る
提
案
へ
の
見

解
は
求
め
な
い
。 

答 

令
和
５
年
度 

「
成
年
後
見
制
度
推
進
機
関
」
を

設
置  

問問  
  

成成
年年
後後
見見
制制
度度
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて  

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 

答 

過
去
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、 

現
在
も
直
線
化
は
困
難
と
考
え
る  

問問    

町町
有有
地地
取取
得得
にに
とと
もも
なな
うう  

  

JJRR
奥奥
多多
摩摩
駅駅
ホホ
ーー
ムム
直直
線線
化化
のの
提提
案案  

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

令和 5年 5月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 205 号（8）

問	

成
年
後
見
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

答	

令
和
５
年
度
「
成
年
後
見
制
度
推
進
機
関
」

を
設
置

問	

町
有
地
取
得
に
と
も
な
う

	

JR
奥
多
摩
駅
ホ
ー
ム
直
線
化
の
提
案

答	

過
去
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
直

線
化
は
困
難
と
考
え
る
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質質
問問
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
がが
令令
和和
４４
年年
６６
月月

1155
日日
にに
国国
会会
でで
可可
決決
成成
立立
しし
、、
令令
和和
５５
年年

４４
月月
１１
日日
にに
施施
行行
ささ
れれ
たた
。。
ここ
どど
もも
基基
本本

法法
がが
施施
行行
ささ
れれ
たた
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、
ここ
れれ

まま
でで
内内
閣閣
府府
やや
厚厚
生生
労労
働働
省省
なな
どど
がが
ババ
ララ

ババ
ララ
にに
担担
っっ
てて
きき
たた
子子
どど
もも
関関
連連
のの
情情
報報

をを
一一
元元
化化
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
縦縦
割割
りり
行行
政政
をを

解解
消消
しし
、、
虐虐
待待
をを
防防
止止
すす
るる
ここ
とと
がが
挙挙
げげ

らら
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
がが
施施
行行
ささ

れれ
たた
ここ
とと
にに
よよ
るる
今今
後後
のの
町町
のの
体体
制制
整整
備備

にに
つつ
いい
てて
。。
町町
長長
こ
ど
も
基
本
法
で
定
め

る
基
本
理
念
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
、
更
に
は
、
児
童
福
祉
法
及
び
母
子
保

健
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
今
後
の
当
町
に

お
け
る
体
制
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的
に

運
営
し
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
に
お
け

る
一
体
的
な
支
援
体
制
と
し
て
、
令
和
６

年
４
月
に
（
仮
称
）
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、
同
セ
ン
タ

ー
の
開
設
準
備
等
を
含
め
、
令
和
５
年
度

福
祉
保
健
課
子
育
て
推
進
係
内
に
新
た

に
「
こ
ど
も
事
業
調
整
係
長
」
を
配
置
し

た
。
国
は
、
本
年
４
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁

を
設
置
し
、
本
年
末
ま
で
に
既
存
の
３
つ

の
大
綱
（
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
、
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
大
綱
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
）
を
「
こ
ど

も
大
綱
」
に
一
元
化
し
、
新
た
に
制
定
す

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ど
も
大
綱
を
勘

案
し
て
、
市
町
村
は
こ
ど
も
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お

い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
計
画
の
最
終
年

度
を
迎
え
る
「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
見
直
し
、
新
た
に
「
こ

ど
も
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
こ
ど
も
計
画
は
、

既
存
の
計
画
と
同
様
に
、
「
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
及
び
「
新
・
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
行
動
計
画
」
の
内
容
も
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
一
体
的
に
策
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
引
き
続
き
着
実
に
事
務

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。  

質質
問問
１１
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
のの
５５
類類
移移
行行
後後
、、
政政

府府
のの
方方
針針
どど
おお
りり
にに
ココ
ロロ
ナナ
医医
療療
費費
のの
自自

己己
負負
担担
がが
生生
じじ
れれ
ばば
、、
経経
済済
的的
理理
由由
でで
受受

診診
をを
たた
めめ
らら
いい
、、
重重
症症
化化
しし
たた
りり
治治
療療
をを

諦諦
めめ
たた
りり
すす
るる
人人
がが
出出
るる
懸懸
念念
がが
ああ
るる
。。

第第
８８
波波
でで
はは
、、
死死
者者
のの
９９
割割
がが
7700
代代
以以
上上

でで
ああ
っっ
たた
。。
高高
齢齢
者者
がが
受受
診診
控控
ええ
をを
しし
なな

いい
よよ
うう
、、
町町
がが
支支
援援
すす
るる
べべ
きき
だだ
とと
考考
ええ

るる
がが
、、
町町
長長
のの
見見
解解
はは
。。  

質質
問問
２２
観観
光光
客客
のの
ごご
みみ
対対
策策
とと
しし
てて
、、
有有

料料
のの
ごご
みみ
袋袋
をを
販販
売売
しし
回回
収収
すす
るる
実実
証証
実実

験験
等等
、、
昨昨
年年
もも
実実
施施
しし
たた
。。
若若
干干
のの
効効
果果

はは
ああ
っっ
たた
がが
、、
依依
然然
とと
しし
てて
ごご
みみ
のの
放放
置置

はは
ああ
りり
、、
ここ
うう
しし
たた
状状
況況
をを
憂憂
慮慮
すす
るる
有有

志志
がが
多多
言言
語語
ポポ
スス
タタ
ーー
をを
作作
成成
しし
貼貼
りり
出出

しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
明明
らら
かか
にに
効効
果果
がが
ああ
っっ
たた
。。

周周
知知
をを
工工
夫夫
しし
強強
化化
すす
れれ
ばば
、、
ごご
みみ
のの
放放

置置
はは
減減
らら
せせ
るる
。。
外外
国国
人人
観観
光光
客客
にに
よよ
りり

分分
かか
りり
やや
すす
くく
訴訴
ええ
るる
多多
言言
語語
ポポ
スス
タタ
ーー

がが
必必
要要
。。
まま
たた
、、
町町
全全
体体
でで
奥奥
多多
摩摩
町町
のの

自自
然然
環環
境境
をを
守守
るる
とと
いい
うう
ムム
ーー
ブブ
メメ
ンン
トト

をを
起起
ここ
しし
、、
アア
ピピ
ーー
ルル
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
小小
・・

中中
学学
生生
やや
自自
治治
会会
をを
巻巻
きき
込込
んん
だだ
活活
動動
やや

協協
定定
をを
結結
んん
だだ
多多
摩摩
大大
学学
のの
学学
生生
ささ
んん
とと

のの
協協
力力
なな
どど
、、
まま
だだ
まま
だだ
工工
夫夫
でで
きき
るる
ここ

とと
がが
ああ
るる
とと
考考
ええ
るる
。。
ここ
れれ
かか
らら
のの
観観
光光

シシ
ーー
ズズ
ンン
にに
向向
けけ
、、
町町
のの
対対
策策
はは
。。 

町町
長長
１１
町
独
自
に
高
齢
者
の
方
の
医
療
費

を
助
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
体
制
を
確
保
し
、
接
種
を
推
進
す
る
こ

と
で
５
類
移
行
後
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 

町町
長長
２２
昨
年
実
施
し
た
奥
多
摩
町
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
連
携
、
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
国
、
東
京
都
、
観
光
協
会

及
び
町
事
業
者
有
志
の
皆
様
方
の
ご
意
見

を
伺
い
、
引
き
続
き
連
携
し
た
取
組
を
行
う

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
て
、
外
国
人
観
光
客
の
皆
様
が
閲

覧
し
や
す
く
言
語
選
択
が
可
能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
含
め
、

観
光
協
会
と
と
も
に
啓
発
活
動
に
努
め
る
。 

答 

１ 

町町
独独
自自
のの
支支
援援
はは
難難
しし
いい  

２２  

引引
きき
続続
きき
連連
携携
しし
たた
取取
組組
とと
啓啓
発発
活活
動動
にに
努努
めめ
るる  

問問  

１１  

施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

２２  

観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

答 
(

仮)

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

新
た
に
こ
ど
も
計
画
を
策
定
す
る  

問問  
  

ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  
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質質
問問
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
がが
令令
和和
４４
年年
６６
月月

1155
日日
にに
国国
会会
でで
可可
決決
成成
立立
しし
、、
令令
和和
５５
年年

４４
月月
１１
日日
にに
施施
行行
ささ
れれ
たた
。。
ここ
どど
もも
基基
本本

法法
がが
施施
行行
ささ
れれ
たた
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、
ここ
れれ

まま
でで
内内
閣閣
府府
やや
厚厚
生生
労労
働働
省省
なな
どど
がが
ババ
ララ

ババ
ララ
にに
担担
っっ
てて
きき
たた
子子
どど
もも
関関
連連
のの
情情
報報

をを
一一
元元
化化
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
縦縦
割割
りり
行行
政政
をを

解解
消消
しし
、、
虐虐
待待
をを
防防
止止
すす
るる
ここ
とと
がが
挙挙
げげ

らら
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
がが
施施
行行
ささ

れれ
たた
ここ
とと
にに
よよ
るる
今今
後後
のの
町町
のの
体体
制制
整整
備備

にに
つつ
いい
てて
。。
町町
長長
こ
ど
も
基
本
法
で
定
め

る
基
本
理
念
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
、
更
に
は
、
児
童
福
祉
法
及
び
母
子
保

健
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
今
後
の
当
町
に

お
け
る
体
制
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的
に

運
営
し
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
に
お
け

る
一
体
的
な
支
援
体
制
と
し
て
、
令
和
６

年
４
月
に
（
仮
称
）
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、
同
セ
ン
タ

ー
の
開
設
準
備
等
を
含
め
、
令
和
５
年
度

福
祉
保
健
課
子
育
て
推
進
係
内
に
新
た

に
「
こ
ど
も
事
業
調
整
係
長
」
を
配
置
し

た
。
国
は
、
本
年
４
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁

を
設
置
し
、
本
年
末
ま
で
に
既
存
の
３
つ

の
大
綱
（
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
、
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
大
綱
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
）
を
「
こ
ど

も
大
綱
」
に
一
元
化
し
、
新
た
に
制
定
す

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ど
も
大
綱
を
勘

案
し
て
、
市
町
村
は
こ
ど
も
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お

い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
計
画
の
最
終
年

度
を
迎
え
る
「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
見
直
し
、
新
た
に
「
こ

ど
も
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
こ
ど
も
計
画
は
、

既
存
の
計
画
と
同
様
に
、
「
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
及
び
「
新
・
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
行
動
計
画
」
の
内
容
も
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
一
体
的
に
策
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
引
き
続
き
着
実
に
事
務

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。  

質質
問問
１１
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
のの
５５
類類
移移
行行
後後
、、
政政

府府
のの
方方
針針
どど
おお
りり
にに
ココ
ロロ
ナナ
医医
療療
費費
のの
自自

己己
負負
担担
がが
生生
じじ
れれ
ばば
、、
経経
済済
的的
理理
由由
でで
受受

診診
をを
たた
めめ
らら
いい
、、
重重
症症
化化
しし
たた
りり
治治
療療
をを

諦諦
めめ
たた
りり
すす
るる
人人
がが
出出
るる
懸懸
念念
がが
ああ
るる
。。

第第
８８
波波
でで
はは
、、
死死
者者
のの
９９
割割
がが
7700
代代
以以
上上

でで
ああ
っっ
たた
。。
高高
齢齢
者者
がが
受受
診診
控控
ええ
をを
しし
なな

いい
よよ
うう
、、
町町
がが
支支
援援
すす
るる
べべ
きき
だだ
とと
考考
ええ

るる
がが
、、
町町
長長
のの
見見
解解
はは
。。  

質質
問問
２２
観観
光光
客客
のの
ごご
みみ
対対
策策
とと
しし
てて
、、
有有

料料
のの
ごご
みみ
袋袋
をを
販販
売売
しし
回回
収収
すす
るる
実実
証証
実実

験験
等等
、、
昨昨
年年
もも
実実
施施
しし
たた
。。
若若
干干
のの
効効
果果

はは
ああ
っっ
たた
がが
、、
依依
然然
とと
しし
てて
ごご
みみ
のの
放放
置置

はは
ああ
りり
、、
ここ
うう
しし
たた
状状
況況
をを
憂憂
慮慮
すす
るる
有有

志志
がが
多多
言言
語語
ポポ
スス
タタ
ーー
をを
作作
成成
しし
貼貼
りり
出出

しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
明明
らら
かか
にに
効効
果果
がが
ああ
っっ
たた
。。

周周
知知
をを
工工
夫夫
しし
強強
化化
すす
れれ
ばば
、、
ごご
みみ
のの
放放

置置
はは
減減
らら
せせ
るる
。。
外外
国国
人人
観観
光光
客客
にに
よよ
りり

分分
かか
りり
やや
すす
くく
訴訴
ええ
るる
多多
言言
語語
ポポ
スス
タタ
ーー

がが
必必
要要
。。
まま
たた
、、
町町
全全
体体
でで
奥奥
多多
摩摩
町町
のの

自自
然然
環環
境境
をを
守守
るる
とと
いい
うう
ムム
ーー
ブブ
メメ
ンン
トト

をを
起起
ここ
しし
、、
アア
ピピ
ーー
ルル
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
小小
・・

中中
学学
生生
やや
自自
治治
会会
をを
巻巻
きき
込込
んん
だだ
活活
動動
やや

協協
定定
をを
結結
んん
だだ
多多
摩摩
大大
学学
のの
学学
生生
ささ
んん
とと

のの
協協
力力
なな
どど
、、
まま
だだ
まま
だだ
工工
夫夫
でで
きき
るる
ここ

とと
がが
ああ
るる
とと
考考
ええ
るる
。。
ここ
れれ
かか
らら
のの
観観
光光

シシ
ーー
ズズ
ンン
にに
向向
けけ
、、
町町
のの
対対
策策
はは
。。 

町町
長長
１１
町
独
自
に
高
齢
者
の
方
の
医
療
費

を
助
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
体
制
を
確
保
し
、
接
種
を
推
進
す
る
こ

と
で
５
類
移
行
後
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 

町町
長長
２２
昨
年
実
施
し
た
奥
多
摩
町
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
連
携
、
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
国
、
東
京
都
、
観
光
協
会

及
び
町
事
業
者
有
志
の
皆
様
方
の
ご
意
見

を
伺
い
、
引
き
続
き
連
携
し
た
取
組
を
行
う

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
て
、
外
国
人
観
光
客
の
皆
様
が
閲

覧
し
や
す
く
言
語
選
択
が
可
能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
含
め
、

観
光
協
会
と
と
も
に
啓
発
活
動
に
努
め
る
。 

答 

１ 

町町
独独
自自
のの
支支
援援
はは
難難
しし
いい  

２２  

引引
きき
続続
きき
連連
携携
しし
たた
取取
組組
とと
啓啓
発発
活活
動動
にに
努努
めめ
るる  

問問  

１１  

施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

２２  

観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

答 
(

仮)

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

新
た
に
こ
ど
も
計
画
を
策
定
す
る  

問問  
  

ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  

 9
質質
問問
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
がが
令令
和和
４４
年年
６６
月月

1155
日日
にに
国国
会会
でで
可可
決決
成成
立立
しし
、、
令令
和和
５５
年年

４４
月月
１１
日日
にに
施施
行行
ささ
れれ
たた
。。
ここ
どど
もも
基基
本本

法法
がが
施施
行行
ささ
れれ
たた
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
、、
ここ
れれ

まま
でで
内内
閣閣
府府
やや
厚厚
生生
労労
働働
省省
なな
どど
がが
ババ
ララ

ババ
ララ
にに
担担
っっ
てて
きき
たた
子子
どど
もも
関関
連連
のの
情情
報報

をを
一一
元元
化化
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
縦縦
割割
りり
行行
政政
をを

解解
消消
しし
、、
虐虐
待待
をを
防防
止止
すす
るる
ここ
とと
がが
挙挙
げげ

らら
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ
どど
もも
基基
本本
法法
がが
施施
行行
ささ

れれ
たた
ここ
とと
にに
よよ
るる
今今
後後
のの
町町
のの
体体
制制
整整
備備

にに
つつ
いい
てて
。。
町町
長長
こ
ど
も
基
本
法
で
定
め

る
基
本
理
念
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責

務
、
更
に
は
、
児
童
福
祉
法
及
び
母
子
保

健
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
今
後
の
当
町
に

お
け
る
体
制
整
備
に
つ
い
て
は
、
既
存
の

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
一
体
的
に

運
営
し
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
に
お
け

る
一
体
的
な
支
援
体
制
と
し
て
、
令
和
６

年
４
月
に
（
仮
称
）
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
の
開
設
を
予
定
し
て
お
り
、
同
セ
ン
タ

ー
の
開
設
準
備
等
を
含
め
、
令
和
５
年
度

福
祉
保
健
課
子
育
て
推
進
係
内
に
新
た

に
「
こ
ど
も
事
業
調
整
係
長
」
を
配
置
し

た
。
国
は
、
本
年
４
月
に
こ
ど
も
家
庭
庁

を
設
置
し
、
本
年
末
ま
で
に
既
存
の
３
つ

の
大
綱
（
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
、
子
ど

も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
大
綱
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
）
を
「
こ
ど

も
大
綱
」
に
一
元
化
し
、
新
た
に
制
定
す

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ど
も
大
綱
を
勘

案
し
て
、
市
町
村
は
こ
ど
も
計
画
を
策
定

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お

い
て
は
、
令
和
６
年
度
に
計
画
の
最
終
年

度
を
迎
え
る
「
第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
見
直
し
、
新
た
に
「
こ

ど
も
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
こ
ど
も
計
画
は
、

既
存
の
計
画
と
同
様
に
、
「
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
及
び
「
新
・
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
行
動
計
画
」
の
内
容
も
踏
ま

え
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
一
体
的
に
策
定
す

る
も
の
で
あ
る
。
引
き
続
き
着
実
に
事
務

事
業
を
推
進
し
て
い
く
。  

質質
問問
１１
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
のの
５５
類類
移移
行行
後後
、、
政政

府府
のの
方方
針針
どど
おお
りり
にに
ココ
ロロ
ナナ
医医
療療
費費
のの
自自

己己
負負
担担
がが
生生
じじ
れれ
ばば
、、
経経
済済
的的
理理
由由
でで
受受

診診
をを
たた
めめ
らら
いい
、、
重重
症症
化化
しし
たた
りり
治治
療療
をを

諦諦
めめ
たた
りり
すす
るる
人人
がが
出出
るる
懸懸
念念
がが
ああ
るる
。。

第第
８８
波波
でで
はは
、、
死死
者者
のの
９９
割割
がが
7700
代代
以以
上上

でで
ああ
っっ
たた
。。
高高
齢齢
者者
がが
受受
診診
控控
ええ
をを
しし
なな

いい
よよ
うう
、、
町町
がが
支支
援援
すす
るる
べべ
きき
だだ
とと
考考
ええ

るる
がが
、、
町町
長長
のの
見見
解解
はは
。。  

質質
問問
２２
観観
光光
客客
のの
ごご
みみ
対対
策策
とと
しし
てて
、、
有有

料料
のの
ごご
みみ
袋袋
をを
販販
売売
しし
回回
収収
すす
るる
実実
証証
実実

験験
等等
、、
昨昨
年年
もも
実実
施施
しし
たた
。。
若若
干干
のの
効効
果果

はは
ああ
っっ
たた
がが
、、
依依
然然
とと
しし
てて
ごご
みみ
のの
放放
置置

はは
ああ
りり
、、
ここ
うう
しし
たた
状状
況況
をを
憂憂
慮慮
すす
るる
有有

志志
がが
多多
言言
語語
ポポ
スス
タタ
ーー
をを
作作
成成
しし
貼貼
りり
出出

しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
明明
らら
かか
にに
効効
果果
がが
ああ
っっ
たた
。。

周周
知知
をを
工工
夫夫
しし
強強
化化
すす
れれ
ばば
、、
ごご
みみ
のの
放放

置置
はは
減減
らら
せせ
るる
。。
外外
国国
人人
観観
光光
客客
にに
よよ
りり

分分
かか
りり
やや
すす
くく
訴訴
ええ
るる
多多
言言
語語
ポポ
スス
タタ
ーー

がが
必必
要要
。。
まま
たた
、、
町町
全全
体体
でで
奥奥
多多
摩摩
町町
のの

自自
然然
環環
境境
をを
守守
るる
とと
いい
うう
ムム
ーー
ブブ
メメ
ンン
トト

をを
起起
ここ
しし
、、
アア
ピピ
ーー
ルル
すす
るる
たた
めめ
にに
、、
小小
・・

中中
学学
生生
やや
自自
治治
会会
をを
巻巻
きき
込込
んん
だだ
活活
動動
やや

協協
定定
をを
結結
んん
だだ
多多
摩摩
大大
学学
のの
学学
生生
ささ
んん
とと

のの
協協
力力
なな
どど
、、
まま
だだ
まま
だだ
工工
夫夫
でで
きき
るる
ここ

とと
がが
ああ
るる
とと
考考
ええ
るる
。。
ここ
れれ
かか
らら
のの
観観
光光

シシ
ーー
ズズ
ンン
にに
向向
けけ
、、
町町
のの
対対
策策
はは
。。 

町町
長長
１１
町
独
自
に
高
齢
者
の
方
の
医
療
費

を
助
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
体
制
を
確
保
し
、
接
種
を
推
進
す
る
こ

と
で
５
類
移
行
後
の
不
安
を
少
し
で
も
解

消
で
き
る
よ
う
努
め
る
。 

町町
長長
２２
昨
年
実
施
し
た
奥
多
摩
町
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
連
携
、
協
力

し
て
い
た
だ
い
た
国
、
東
京
都
、
観
光
協
会

及
び
町
事
業
者
有
志
の
皆
様
方
の
ご
意
見

を
伺
い
、
引
き
続
き
連
携
し
た
取
組
を
行
う

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
観
光
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
て
、
外
国
人
観
光
客
の
皆
様
が
閲

覧
し
や
す
く
言
語
選
択
が
可
能
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
含
む
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
含
め
、

観
光
協
会
と
と
も
に
啓
発
活
動
に
努
め
る
。 

答 

１ 

町町
独独
自自
のの
支支
援援
はは
難難
しし
いい  

２２  

引引
きき
続続
きき
連連
携携
しし
たた
取取
組組
とと
啓啓
発発
活活
動動
にに
努努
めめ
るる  

問問  

１１  

施施
政政
方方
針針
にに
つつ
いい
てて  

２２  

観観
光光
ゴゴ
ミミ
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

宇宙会 

森田
も り た

 紀子
の り こ

議員 

答 
(

仮)

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

新
た
に
こ
ど
も
計
画
を
策
定
す
る  

問問  
  

ここ
どど
もも
基基
本本
法法
にに
つつ
いい
てて  

令和 5年 5月５日発行町 議 会 だ よ り第 205 号（9）

問	

こ
ど
も
基
本
法
に
つ
い
て

問	

１ 

施
政
方
針
に
つ
い
て

	

２ 

観
光
ゴ
ミ
対
策
に
つ
い
て

答	
(

仮)

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
新
た

に
こ
ど
も
計
画
を
策
定
す
る

答	

１ 

町
独
自
の
支
援
は
難
し
い

	

２ 

引
き
続
き
連
携
し
た
取
組
と
啓
発
活
動
に
努
め
る
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２２
月月    

1
日  

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
１
委
員
会 

消
防
団
正
副
団
長
・
分
団
長
新
年
会 

2
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研 

修
会 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

4
日 

氷
川
小
学
校
道
徳
授
業
地
区
公
開
講 

座 

７
日 

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
議
会
議
員
合
同 

研
修
会 

10
日 

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
第
2
回 

定
期
総
会
・
行
政
懇
談
会 

16
日 

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

三
か
町
村
連
絡
協
議
会 

17
日 

西
多
摩
郡
町
村
長
・
議
長
合
同
会
議 

18
日 

第
55
回
記
念
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開 

会
式 

20
日 

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協
議
会
審 

議
会 

21
日 

庁
舎
建
設
説
明
会 

22
日 

例
月
出
納
検
査 

24
日 

議
会
運
営
委
員
会 

26
日 

ひ
な
展
コ
ン
サ
ー
ト 

27
日 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会 

３３
月月   

３
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

全
員
協
議
会 

７
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

議
会
運
営
委
員
会 

9
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

10
日 

予
算
特
別
委
員
会 

11
日 

お
く
た
ま
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

講
演
会 

14
日 

予
算
特
別
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

15
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

16
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

17
日 

奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
広
場
フ
ェ
ス
テ
ィ 

バ
ル
実
行
委
員
会 

20
日 

奥
多
摩
中
学
校
卒
業
式 

23
日 

例
月
出
納
検
査 

24
日 

古
里
小
学
校
卒
業
式 

氷
川
小
学
校
卒
業
式 

25
日 
（
一
財
）
奥
多
摩
木
村
奨
学
会
評
議 

 
 

員
会 

26
日 

奥
多
摩
町
消
防
団
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会 

27
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

４４
月月    

２
日 

山
開
き
式 

３
日 

小
・
中
学
校
教
職
管
理
職
及
び
教
職 

員
等
の
辞
令
伝
達
式 

４
日 

せ
せ
ら
ぎ
の
里
美
術
館
プ
レ
オ
ー
プ 

ン
イ
ベ
ン
ト 

５
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

６
日 

古
里
小
学
校
入
学
式 

氷
川
小
学
校
入
学
式 

７
日 

奥
多
摩
中
学
校
入
学
式 

奥
多
摩
町
体
育
協
会
総
合
開
会
式 

奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式 

9
日 

消
防
団
任
命
式 

11
日 

西
多
摩
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
理 

事
会
懇
親
会 

12
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

14
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

23
日 

奥
多
摩
消
防
少
年
団
入
団
・
進
級
式 

27
日 

例
月
出
納
検
査 

29
日 

青
梅
・
奥
多
摩
交
通
安
全
の
つ
ど
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【【
内内
覧覧
会会
視視
察察
】】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
令
和
５
年
３
月
16
日 

 

子
育
て
応
援
住
宅
（
海
沢
・
小
丹
波
） 

                

※
右
写
真
は
、
海
沢
の
子
育
て
応
援
住
宅 

編 

集 

後 

記 

 

一
陽
来
復
・
・
寒
い
冬
が
過
ぎ
て
暖
か
い

春
が
訪
れ
、
心
身
と
も
に
緩
ん
だ
柔
ら
か
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
奥
多
摩
町
の
雄
大
な

自
然
を
余
す
こ
と
な
く
堪
能
で
き
る
季
節
の

到
来
で
す
。
政
府
は
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
５
類
と
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
同
様
の
扱
い
に
な
る
事
を
発

表
。
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の
生
活
様
式
は
大
き

く
変
化
、
他
人
と
の
接
触
も
制
限
さ
れ
た

日
々
、
そ
れ
を
冬
に
例
え
る
と
、
日
本
社
会

は
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
長
い
冬
を
超
え
、

春
に
な
り
人
々
の
動
き
が
活
発
に
な
り
始
め

た
と
思
い
ま
す
。
奥
多
摩
町
に
お
い
て
も
少

し
ず
つ
、
以
前
の
行
事
が
再
開
さ
れ
、
議
員

に
な
っ
て
私
も
初
め
て
参
加
し
た
小
中
学
校

の
卒
業
式
、
そ
し
て
入
学
式
。
奥
多
摩
の
児

童
生
徒
の
晴
れ
の
場
に
立
ち
あ
え
た
こ
と
、

そ
れ
自
体
が
感
動
的
で
し
た
。
特
に
奥
多
摩

中
学
校
の
卒
業
式
で
は
生
徒
代
表
の
方
が

「
中
学
校
入
学
と
同
時
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な

り
・・
不
安
と
隣
合
わ
せ
の
生
活
だ
っ
た
・・
」

と
挨
拶
の
中
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

も
全
く
同
感
で
深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。
私

達
は
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
事
を
学
び
、
不
安

や
焦
り
も
学
び
の
一
つ
な
の
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
が
、
国
の
施
策
が
功
を
奏
し
、
本
当

の
意
味
で
の
一
陽
来
復
を
心
か
ら
願
う
ば
か

り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
田
恵
美
子 

記 

伊
藤 

英
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1
日	

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進	

協
議
会
第
１
委
員
会

	

消
防
団
正
副
団
長
・
分
団
長
新
年
会

2
日	

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研	

修
会

	

特
定
事
案
検
討
委
員
会

4
日	

氷
川
小
学
校
道
徳
授
業
地
区
公
開
講	

座

７
日	

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
議
会
議
員
合
同	

研
修
会

10
日	

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
第
2
回	

定
期
総
会
・
行
政
懇
談
会

16
日	

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

	

三
か
町
村
連
絡
協
議
会

17
日	

西
多
摩
郡
町
村
長
・
議
長
合
同
会
議

18
日	

第
55
回
記
念
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開	

会
式

20
日	

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協
議
会
審	

議
会

21
日	

庁
舎
建
設
説
明
会

22
日	

例
月
出
納
検
査

24
日	

議
会
運
営
委
員
会

26
日	

ひ
な
展
コ
ン
サ
ー
ト

27
日	

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

	

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会

７
日	

町
議
会
第
１
回
定
例
会

	

議
会
運
営
委
員
会

9
日	

町
議
会
第
１
回
定
例
会

10
日	

予
算
特
別
委
員
会

11
日	

お
く
た
ま
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

講
演
会

14
日	

予
算
特
別
委
員
会

	

議
会
運
営
委
員
会

15
日	

特
定
事
案
検
討
委
員
会

16
日	

町
議
会
第
１
回
定
例
会

17
日	

奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
広
場
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会

20
日	

奥
多
摩
中
学
校
卒
業
式

23
日	

例
月
出
納
検
査

24
日	

古
里
小
学
校
卒
業
式

	
氷
川
小
学
校
卒
業
式

25
日	
（
一
財
）
奥
多
摩
木
村
奨
学
会
評
議

員
会

26
日	

奥
多
摩
町
消
防
団
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

27
日	

特
定
事
案
検
討
委
員
会

9
日　

消
防
団
任
命
式

11
日　

西
多
摩
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
理

事
会
懇
親
会

12
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

14
日　

特
定
事
案
検
討
委
員
会

23
日　

奥
多
摩
消
防
少
年
団
入
団
・
進
級
式

26
日　

特
定
事
案
検
討
委
員
会

27
日　

例
月
出
納
検
査

29
日　

青
梅
・
奥
多
摩
交
通
安
全
の
つ
ど
い

２
日	

山
開
き
式

３
日	

小
・
中
学
校
教
職
管
理
職
及
び
教
職	

員
等
の
辞
令
伝
達
式

４
日	

せ
せ
ら
ぎ
の
里
美
術
館
プ
レ
オ
ー
プ	

ン
イ
ベ
ン
ト

５
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

６
日	

古
里
小
学
校
入
学
式

	

氷
川
小
学
校
入
学
式

７
日　

奥
多
摩
中
学
校
入
学
式

	

奥
多
摩
町
体
育
協
会
総
合
開
会
式

	

奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

３
日	

町
議
会
第
１
回
定
例
会

	

全
員
協
議
会
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２２
月月    

1
日  

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
１
委
員
会 

消
防
団
正
副
団
長
・
分
団
長
新
年
会 

2
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研 

修
会 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

4
日 

氷
川
小
学
校
道
徳
授
業
地
区
公
開
講 

座 

７
日 

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
議
会
議
員
合
同 

研
修
会 

10
日 

東
京
都
町
村
議
会
議
長
会
第
2
回 

定
期
総
会
・
行
政
懇
談
会 

16
日 

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

三
か
町
村
連
絡
協
議
会 

17
日 

西
多
摩
郡
町
村
長
・
議
長
合
同
会
議 

18
日 

第
55
回
記
念
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開 

会
式 

20
日 

西
多
摩
地
域
広
域
行
政
圏
協
議
会
審 

議
会 

21
日 

庁
舎
建
設
説
明
会 

22
日 

例
月
出
納
検
査 

24
日 

議
会
運
営
委
員
会 

26
日 

ひ
な
展
コ
ン
サ
ー
ト 

27
日 

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
定
例
会 

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
定
例
会 

３３
月月   

３
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

全
員
協
議
会 

７
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

議
会
運
営
委
員
会 

9
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

10
日 

予
算
特
別
委
員
会 

11
日 

お
く
た
ま
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

講
演
会 

14
日 

予
算
特
別
委
員
会 

議
会
運
営
委
員
会 

15
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

16
日 

町
議
会
第
１
回
定
例
会 

17
日 

奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
広
場
フ
ェ
ス
テ
ィ 

バ
ル
実
行
委
員
会 

20
日 

奥
多
摩
中
学
校
卒
業
式 

23
日 

例
月
出
納
検
査 

24
日 

古
里
小
学
校
卒
業
式 

氷
川
小
学
校
卒
業
式 

25
日 
（
一
財
）
奥
多
摩
木
村
奨
学
会
評
議 

 
 

員
会 

26
日 

奥
多
摩
町
消
防
団
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会 

27
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

４４
月月    

２
日 

山
開
き
式 

３
日 

小
・
中
学
校
教
職
管
理
職
及
び
教
職 

員
等
の
辞
令
伝
達
式 

４
日 

せ
せ
ら
ぎ
の
里
美
術
館
プ
レ
オ
ー
プ 

ン
イ
ベ
ン
ト 

５
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

６
日 

古
里
小
学
校
入
学
式 

氷
川
小
学
校
入
学
式 

７
日 

奥
多
摩
中
学
校
入
学
式 

奥
多
摩
町
体
育
協
会
総
合
開
会
式 

奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式 

9
日 

消
防
団
任
命
式 

11
日 

西
多
摩
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
理 

事
会
懇
親
会 

12
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

14
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

23
日 

奥
多
摩
消
防
少
年
団
入
団
・
進
級
式 

27
日 

例
月
出
納
検
査 

29
日 

青
梅
・
奥
多
摩
交
通
安
全
の
つ
ど
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

【【
内内
覧覧
会会
視視
察察
】】  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
令
和
５
年
３
月
16
日 

 

子
育
て
応
援
住
宅
（
海
沢
・
小
丹
波
） 

                

※
右
写
真
は
、
海
沢
の
子
育
て
応
援
住
宅 

編 

集 

後 

記 

 

一
陽
来
復
・
・
寒
い
冬
が
過
ぎ
て
暖
か
い

春
が
訪
れ
、
心
身
と
も
に
緩
ん
だ
柔
ら
か
な

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
奥
多
摩
町
の
雄
大
な

自
然
を
余
す
こ
と
な
く
堪
能
で
き
る
季
節
の

到
来
で
す
。
政
府
は
５
月
８
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
５
類
と
し
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
同
様
の
扱
い
に
な
る
事
を
発

表
。
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の
生
活
様
式
は
大
き

く
変
化
、
他
人
と
の
接
触
も
制
限
さ
れ
た

日
々
、
そ
れ
を
冬
に
例
え
る
と
、
日
本
社
会

は
ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
長
い
冬
を
超
え
、

春
に
な
り
人
々
の
動
き
が
活
発
に
な
り
始
め

た
と
思
い
ま
す
。
奥
多
摩
町
に
お
い
て
も
少

し
ず
つ
、
以
前
の
行
事
が
再
開
さ
れ
、
議
員

に
な
っ
て
私
も
初
め
て
参
加
し
た
小
中
学
校

の
卒
業
式
、
そ
し
て
入
学
式
。
奥
多
摩
の
児

童
生
徒
の
晴
れ
の
場
に
立
ち
あ
え
た
こ
と
、

そ
れ
自
体
が
感
動
的
で
し
た
。
特
に
奥
多
摩

中
学
校
の
卒
業
式
で
は
生
徒
代
表
の
方
が

「
中
学
校
入
学
と
同
時
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な

り
・・
不
安
と
隣
合
わ
せ
の
生
活
だ
っ
た
・・
」

と
挨
拶
の
中
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

も
全
く
同
感
で
深
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。
私

達
は
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
事
を
学
び
、
不
安

や
焦
り
も
学
び
の
一
つ
な
の
だ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
が
、
国
の
施
策
が
功
を
奏
し
、
本
当

の
意
味
で
の
一
陽
来
復
を
心
か
ら
願
う
ば
か

り
で
す
。 
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